
1

漢
文
訓
読
の
初
期
条
件
（
初
稿
）　
〔
中
〕　　
　

古
田
島
洋
介
＊
日
本
文
化
学
科　

教
授　

日
中
比
較
文
学

　
　
　

今こ
ん

日に
ち

の
事こ
と

何い
か
ん如
？

　

右
の
う
ち
、
50
「
安
在
」
の
語
順
に
は
、
特
に
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
動
詞

「
在
」
を
用
い
る
と
き
、
た
と
え
ば
「
在　
リ

覗

此　
ニ

」（
此こ
こ

に
在あ

り
）
の
よ
う
に
、
存
在
す

る
位
置
・
場
所
は
「
在
」
の
下
に
記
す
の
が
一
般
で
す
。
存
在
す
る
位
置
・
場
所
を

問
う
べ
く
疑
問
詞
を
使
う
場
合
で
も
、
現
代
中
国
語
な
ら
ば
「
在
哪
里
」
の
ご
と
く
、

や
は
り
疑
問
詞
「
哪ど

里こ

」（
＝w

here

）
を
「
在
」
の
下
に
置
き
ま
す
。
け
れ
ど
も
、

漢
文
す
な
わ
ち
古
典
中
国
語
で
は
語
順
が
異
な
り
、「
在　

ル
覗

安　
ク
ニ
カ」
と
せ
ず
、
疑
問
詞

「
安
」
を
「
在
」
の
上
に
持
ち
出
し
て
「
安　

ク
ニ
カ

在　
ル

」
と
書
く
の
で
す
。
こ
れ
は
、
例

文
17
・
18
（
前
号
一
八
頁
下
段
）
と
同
様
の
現
象
で
、
英
語
の
〈w

h-

〉
疑
問
詞
が

文
の
前
方
に
出
よ
う
と
す
る
の
と
同
じ
く
、
漢
文
の
疑
問
詞
に
も
上
方
に
移
ろ
う
と

す
る
性
質
が
あ
る
と
考
え
て
よ
い
で
し
ょ
う
。
結
果
と
し
て
、
日
本
語
の
語
順
と
一

致
す
る
た
め
、
返
り
点
は
不
要
と
な
る
の
で
す
か
ら
、
そ
れ
だ
け
訓
読
の
負
担
が
軽

減
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

　

次
は
、
副
詞
句
に
目
を
向
け
て
み
ま
し
ょ
う
。
副
詞
句
と
は
、
そ
の
名
の
と
お
り
、

い
く
つ
か
の
語
が
集
ま
っ
て
副
詞
と
同
じ
働
き
を
す
る
語
群
を
指
し
ま
す
。
基
本
的

に
は
、
英
語
の
副
詞
句
〈at the station, in m

y offi
ce

〉
な
ど
と
同
じ
く
、
漢
文

の
副
詞
句
も
〔
前
置
詞
＋
名
詞
〕
で
構
成
さ
れ
ま
す
。
五
つ
の
代
表
的
な
前
置
詞

「
於
・
以
・
為
・
自
・
与
」
を
用
い
る
副
詞
句
に
つ
い
て
、
一
例
ず
つ
挙
げ
て
み
ま

し
ょ
う
。「
乎
」
や
「
于
」
は
、
と
も
に
「
於
」
と
同
義
の
前
置
詞
で
す
か
ら
、

「
於
」
の
用
法
に
含
め
て
考
え
て
く
だ
さ
い
。「
従よ

リ

」
や
「
由よ
リ

」
も
「
自よ
リ

」
の
用
法
に

準
じ
ま
す
。

　

53
復　
タ

見　
ユ

巴

将
軍　
ニ

於
此　
ニ

馬

（『
史
記
』
項
羽
本
紀
）　

＊
於
＝at, in

　
　
　

復ま

た
将し
や

軍う
ぐ
んに

此こ
こ

に
見ま
み

ゆ
。

φ

漢
文
訓
読
の
初
期
条
件
（
初
稿
）　〔
中
〕

　

―
　

な
ぜ
孤
立
語
を
膠
着
語
に
変
換
で
き
た
の
か
？
　

―
　

古
田
島
洋
介＊

④
副
詞
（
続
）　
〔
附
〕
前
置
詞

　

英
語
の
〈w

hen, w
here, w

hy, how

〉
に
当
た
る
漢
文
の
疑
問
副
詞
は
、
疑
問

文
・
反
語
文
を
形
成
し
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
基
本
的
に
返
り
点
を
必
要
と
し
ま
せ
ん
。

　

49
天
下
何　
レ
ノ

時　
ニ
カ

太
平　
ナ
ラ
ン

？
（『
宋
史
』
岳
飛
伝
）　

＊
何
時
＝w

hen

　
　
　

天て
ん

下か

何い
づ

れ
の
時と
き

に
か
太た
い

平へ
い

な
ら
ん
？

　

50
沛
公
安　

ク
ニ
カ

在　
ル

﹇
安　
ク
ニ

在　
リ
ヤ

﹈
？
（『
史
記
』
項
羽
本
紀
）　

＊
安
＝w

here

　
　
　

沛は
い

公こ
う

安い
づ

く
に
か
在あ

る
﹇
安い
づ

く
に
在あ

り
や
﹈
？

　

51
焉　

ク
ン
ゾ

能　
ク

事　
ヘ
ン覗

鬼　
ニ

⁉
（『
論
語
』
先
進
）　

＊
焉
＝w

hy

　
　
　

焉い
づ

く
ん
ぞ
能よ

く
鬼き

に
事つ
か

へ
ん
⁉

　

52
今
日
之
事
何
如
？
（『
史
記
』
項
羽
本
紀
）　

＊
何
如
＝how



2

明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
八
号　

二
〇
二
〇
年

　
　
　

物も
の

に
於お
い

て
陥と
ほ

さ
ざ
る
無な

き
な
り
。

　

中
核
動
詞
「
無
」
の
上
方
に
「
於　
テ

覗

物　
ニ

」
が
前
位
副
詞
句
と
し
て
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
場
合
は
、
や
は
り
前
置
詞
「
於
」
に
つ
い
て
返
り
点
が
必
要
と
な
る

わ
け
で
す
。
こ
れ
と
は
逆
に
、
54
〜
56
の
前
置
詞
「
以
・
為
・
自
」
が
後
位
副
詞
句

を
形
成
す
る
と
き
も
、
返
り
点
を
付
け
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

59
使　

フ
ニ覗

民　
ヲ

以　
テ
ス覗

時　
ヲ

。（『
論
語
』
学
而
）

　
　
　

民た
み

を
使つ
か

ふ
に
時と
き

を
以も
つ

て
す
。

　

60
凡　

ソ

吾　
ガ

所
狽

以　
ノ

求　
ム
ル蝿

雨　
ヲ

者　
ハ

、
為
巴

吾　
ガ

民　
ノ

蚤

也
。（『
新
序
』
雑
事
二︲

九
）

　
　
　

凡お
よ

そ
吾わ

が
雨あ
め

を
求も
と

む
る
所ゆ
ゑ
ん以

の
者も
の

は
、
吾わ

が
民た
み

の
為た
め

な
り
。

　

61
至　

リ
テ
ハ

巴

於
三
六　
ノ

雑
言　
ニ

芭

則　
チ

出　
ヅ

覗

自　
リ

巴

篇
什
馬

（『
文
心
雕
龍
』
明
詩
）

　
　
　

三さ
ん

六ろ
く

の
雑ざ
つ

言ご
ん

に
至い
た

り
て
は
、
則す
な
はち

篇へ
ん

什じ
ふ

よ
り
出い

づ
。

　

59
「
以
て
す
」
は
、
訓
読
の
便
宜
上
、
前
置
詞
「
以
て
」
を
サ
変
動
詞
化
し
た
も

の
で
す
。
60
「
為
吾
民
」
は
、
上
文
「
凡
〜
者
」
の
補
語
で
す
の
で
、
厳
密
に
は
名

詞
句
と
考
え
る
べ
き
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
今
は
後
位
副
詞
句
が
形
容
詞
句
に
転
じ

ら
れ
た
用
法
と
見
な
し
て
お
き
ま
す
。
61
「
出　

ヅ
覗

自　
リ

巴

篇
什
蚤

」
は
、
59
と
同
じ
く
、

前
置
詞
「
自
」
を
サ
変
動
詞
化
し
、「
出　

ヅ
ル
コ
ト

自　
リ
ス巴

篇
什
蚤

」（
出い

づ
る
こ
と
篇へ
ん

什じ
ふ

よ
り

す
）
と
訓
読
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、「
自
」
が
返
り
点
を
要

求
す
る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

要
す
る
に
、
漢
文
の
前
置
詞
は
日
本
語
に
存
在
し
な
い
品
詞
の
た
め
、
原
則
と
し

て
、
下
接
す
る
名
詞
か
ら
返
り
点
を
用
い
て
前
置
詞
に
返
さ
ざ
る
を
得
な
い
わ
け
で

す
。
例
外
は
、
53
に
現
れ
た
「
於
」
を
冠
す
る
後
位
副
詞
句
だ
け
と
思
っ
て
よ
い
で

し
ょ
う
。
こ
れ
は
「
於
」
と
同
義
の
「
乎
」「
于
」
に
つ
い
て
も
同
様
で
す
。

φ

　

54
以　
テ

巴

子
之
矛　
ヲ

蚤

陥　
サ
バ巴

子
之
楯　
ヲ

芭

何
如
？
（『
韓
非
子
』
難
一
）

＊
以
＝by, by m

eans of

　
　
　

子し

の
矛ほ
こ

を
以も
つ

て
子し

の
楯た
て

を
陥と
ほ

さ
ば
、
何い
か
ん如
？

　

55
吾
為　

ニ
覗

公　
ノ

取　
ラ
ン巴

彼　
ノ

一
将　
ヲ

馬

（『
史
記
』
項
羽
本
紀
）

＊
為
＝for, for the sake of

　
　
　

吾わ
れ

公こ
う

の
為た
め

に
彼か

の
一い
つ

将し
や
うを

取と

ら
ん
。

　

56
自　

リ
覗

古
皆
有　
リ

覗

死
。（『
論
語
』
顔
淵
）　

＊
自
＝from

, since

　
　
　

古
い
に
し
へよ
り
皆み
な

死し

有あ

り
。

　

57
君
王
与と

巴

沛
公
蚤

飲　
ス

。（『
史
記
』
項
羽
本
紀
）　

＊
与
＝w

ith, together w
ith

　
　
　

君く
ん

王わ
う

沛は
い

公こ
う

と
飲い
ん

す
。

　

53
「
於
此
」
だ
け
は
、
中
核
動
詞
「
見
」
の
下
方
に
位
置
す
る
後
位
副
詞
句

（qualifier

）
で
す
が
、
54
「
以
子
之
矛
」・
55
「
為
公
」・
56
「
自
古
」・
57
「
与
沛

公
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
中
核
動
詞
「
陥
・
取
・
有
・
飲
」
の
上
方
に
位
置
す
る
前
位
副

詞
句
（m

odifier

）
で
す
。
日
本
語
に
は
前
置
詞
が
な
く
、
名
詞
の
後
方
に
助
詞
を

添
え
て
表
現
す
る
た
め
、
漢
文
の
前
置
詞
に
つ
い
て
は
、
54
「
以　

テ
巴

子
之
矛　
ヲ

蚤

」・
55

「
為　

ニ
覗

公　
ノ

」・
56
「
自　
リ

覗

古
」・
57
「
与と

巴

沛
公
蚤

」
の
ご
と
く
、
ど
う
し
て
も
返
り
点
に

よ
る
語
順
の
変
換
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
53
「
於
此
」
も
、
か
つ
て
は
「
於に

覗

此
」

（
此こ

こ

に
）
の
よ
う
に
返
り
点
を
付
け
る
読
み
方
が
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
前
置
詞

「
於
」
を
冠
す
る
後
位
副
詞
句
が
漢
文
に
頻
出
す
る
た
め
か
、
今
で
は
逐
一
「
於
」

に
返
る
煩
を
避
け
、
53
の
ご
と
く
置
き
字
と
し
て
扱
う
の
が
ふ
つ
う
で
す
。
も
っ
と

も
、
現
在
で
も
、「
於
＋
名
詞
」
が
前
位
副
詞
句
な
ら
ば
、
名
詞
か
ら
「
於
」
に
返

し
、
ま
と
も
に
「
於お

い

て
」
と
訓
ず
る
習
慣
で
す
。
一
例
だ
け
示
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

58
於　
テ

覗

物　
ニ

無　
キ

覗

不　
ル

覗

陥　
サ

也
。（『
韓
非
子
』
難
一
）

φ



3

漢
文
訓
読
の
初
期
条
件
（
初
稿
）　
〔
中
〕　　
　

古
田
島
洋
介

単
純
化
さ
れ
て
お
り
、
学
習
し
や
す
い
こ
と
は
た
し
か
で
し
ょ
う
。
言
う
ま
で
も
な

く
、
英
語
に
も
多
数
の
不
規
則
変
化
動
詞
が
あ
り
、
仮
定
法
つ
ま
り
反
実
仮
想
）
1
（
法
も

あ
り
ま
す
が
。

　

で
は
、
漢
文
の
動
詞
は
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
日
本
人
は
漢
字
を
あ
ま
り
に
見
慣

れ
て
い
ま
す
の
で
、
ほ
と
ん
ど
意
識
し
て
い
な
い
で
し
ょ
う
が
、
漢
文
の
動
詞
は
、

ま
っ
た
く
語
形
変
化
を
起
こ
し
ま
せ
ん
。〈
人
称
〉
や
〈
単
複
〉
に
よ
っ
て
語
形
が

変
わ
ら
ず
、
時
制
に
よ
る
語
形
変
化
も
一
切
な
し
。
時
制
が
な
い
以
上
、
動
作
が

〈
完
了
〉
か
〈
未
完
了
〉
か
も
不
分
明
で
す
し
、
そ
も
そ
も
〈
現
在
分
詞
〉〈
過
去
分

詞
〉
な
ど
存
在
し
ま
せ
ん
。
敢
え
て
言
う
な
ら
ば
、
動
詞
は
常
に
〈
不
定
詞
〉
の
ご

と
き
姿
で
現
れ
、
自
動
詞
と
他
動
詞
の
区
別
も
な
く
、
あ
ま
つ
さ
え
能
動
態
と
受
動

態
の
区
別
す
ら
な
い
の
で
す
。
ま
ず
は
「
破
」
を
例
と
す
れ
ば

―

　

62
并　
セ
テ覗

力　
ヲ

西　
ニ

向　
カ
ハ
バ、
秦
必　
ズ

破　
レ
ン

矣
。（『
十
八
史
略
』
巻
一
「
春
秋
戦
国
」
趙
）

　
　
　

力ち
か
らを

并あ
は

せ
て
西に
し

に
向む

か
は
ば
、
秦し
ん

必か
な
らず

破や
ぶ

れ
ん
。

　

63
国
破　

レ
テ

山
河
在　
リ

。（〔
唐
〕
杜
甫
「
春
望
」
詩
）

　
　
　

国く
に

破や
ぶ

れ
て
山さ
ん

河が

在あ

り
。

　

64
斉
因　

リ
テ

乗　
ジ
テ覗

勝　
チ
ニ

尽　
ク

破　
ル

巴

其　
ノ

軍　
ヲ

馬

（『
史
記
』
孫
子
呉
起
列
伝
）

　
　
　

斉せ
い

因よ

り
て
勝か

ち
に
乗じ
よ
うじ

て
尽
こ
と
ご
とく

其そ

の
軍ぐ
ん

を
破や
ぶ

る
。

　

62
の
「
破
」
は
、「
壊
滅
す
る
」
意
の
自
動
詞
で
〈
未
完
了
〉。
63
の
「
破
」
は
、

「
荒
廃
す
る
」
意
の
自
動
詞
で
〈
完
了
〉。
64
の
「
破
」
は
、「
撃
破
す
る
」
意
の
他

動
詞
で
〈
完
了
〉
で
す
。
自
動
詞
と
他
動
詞
の
区
別
は
、
目
的
語
を
伴
う
か
否
か
で

判
断
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
62
・
63
の
よ
う
に
目
的
語
が
な
け
れ
ば
自
動
詞
、
64

の
ご
と
く
目
的
語
「
其
軍
」
を
伴
っ
て
い
れ
ば
他
動
詞
と
捉
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
漢
文
の
自
動
詞
・
他
動
詞
は
、
結
果
と
し
て
区
別
さ
れ
る
だ
け
で
あ
り
、

φ

⑤
動　
　

詞

　

漢
文
の
動
詞
は
、
孤
立
語
の
孤
立
語
た
る
ゆ
え
ん
を
最
も
如
実
に
表
す
品
詞
だ
と

言
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。
そ
の
特
徴
を
一ひ
と

言こ
と

で
ま
と
め
れ
ば
、「
無な

い
な
い
尽づ

く
し
」

で
す
。

　

日
本
人
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
屈
折
語
を
学
ぶ
と
き
、
決
ま
っ
て
悩
ま
さ
れ
る
の
が
動

詞
に
ま
つ
わ
る
種
々
の
活
用
変
化
で
す
。
た
と
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
動
詞
に
は
、

辞
書
の
見
出
し
と
な
る
〈
不
定
詞
〉
の
ほ
か
、〈
現
在
分
詞
〉〈
過
去
分
詞
〉
が
あ
る
。

そ
れ
だ
け
な
ら
ば
英
語
と
似
た
よ
う
な
も
の
で
す
が
、
時
制
と
し
て
〈
直
説
法
〉

〈
条
件
法
〉〈
接
続
法
〉〈
命
令
法
〉
が
あ
り
、
さ
ら
に
〈
単
純
形
〉
か
〈
複
合
形
〉

か
に
よ
っ
て
、〈
直
説
法
〉
は
八
種
、〈
条
件
法
〉
は
二
種
、〈
接
続
法
〉
は
四
種
、

〈
命
令
法
〉
は
二
種
に
分
か
れ
る
。
し
か
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
〈
人
称
〉
三
種
と
〈
単

複
〉
二
種
に
よ
っ
て
六
つ
の
形
態
に
変
化
す
る
の
で
す
か
ら
、
文
字
ど
お
り
煩
瑣
に

し
て
複
雑
、
習
得
は
並
大
抵
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
ろ
ん
、
そ
こ
に
一
定
の

規
則
が
あ
る
な
ら
ば
、
ま
だ
し
も
救
わ
れ
る
の
で
す
が
、
規
則
に
従
わ
ぬ
臍へ

そ

曲
が
り

の
不
規
則
変
化
動
詞
な
ぞ
と
い
う
代し

ろ

物も
の

が
あ
り
、
し
か
も
常
用
さ
れ
る
動
詞
に
限
っ

て
不
規
則
変
化
が
少
な
く
な
い
と
来
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
よ
ほ
ど
の
根
気
と
時
間

に
恵
ま
れ
な
け
れ
ば
、
と
て
も
付
き
合
い
き
れ
な
い
で
し
ょ
う
。
ド
イ
ツ
語
や
イ
タ

リ
ア
語
な
ど
の
動
詞
も
似
た
よ
う
な
複
雑
さ
を
示
し
ま
す
。
そ
れ
に
比
べ
れ
ば
、
屈

折
変
化
が
大
幅
に
衰
え
た
英
語
の
動
詞
の
ほ
う
が
遙
か
に
始
末
が
よ
く
、
い
わ
ゆ
る

三
単
現
、
す
な
わ
ち
三
人
称
・
単
数
・
現
在
の
場
合
に
〈-s

〉
を
付
け
る
程
度
。
一

般
に
〈
過
去
形
〉
も
〈
過
去
分
詞
〉
も
〈-ed

〉
を
加
え
れ
ば
よ
く
、
ま
た
、
独
立

し
た
活
用
の
〈
未
来
形
〉
は
存
在
せ
ず
、
助
動
詞
〈w

ill, 
shall

〉
を
添
え
て
未
来

を
表
す
。
な
る
ほ
ど
国
際
語
と
な
る
だ
け
あ
っ
て
、
英
語
の
動
詞
は
、
屈
折
変
化
が
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少
な
か
ら
ず
見
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
訓
読
に
さ
い
し
て
は
基
本
的
に
自
動
詞
と
他

動
詞
を
区
別
す
る
必
要
が
生
じ
ま
す
。
た
だ
し
、
漢
文
の
動
詞
が
自
・
他
の
両
者
を

兼
ね
る
以
上
、
つ
ま
り
自
・
他
の
区
別
が
明
確
で
な
い
以
上
、
場
合
に
よ
っ
て
は
自

動
詞
と
も
他
動
詞
と
も
解
釈
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
一
例
だ
け
挙
げ
て
み
ま
し

ょ
う
。

　

67
三
年　

ニ
シ
テ﹇
ナ
ラ
バ
﹈有　
ラ
ン覗

成　
？

。（『
論
語
』
子
路
）

　

問
題
と
な
る
の
は
、
動
詞
「
成
」
の
訓
読
で
す
。
漢
文
と
し
て
は
、
あ
く
ま
で

「
成
」
と
記
し
て
あ
る
だ
け
で
す
が
、
こ
れ
を
自
動
詞
と
考
え
る
の
か
、
他
動
詞
と

解
す
る
の
か
？

一
見
、「
成
」
に
目
的
語
が
な
い
の
で
、
自
動
詞
「
成
る
」
に
読

み
た
く
な
り
ま
す
が
、
諸
氏
の
訓
読
を
見
て
み
る
と

―

　

・
吉
田
賢
抗
「
三さ
ん

年ね
ん

に
し
て
成な

る
こ
と
有あ

ら
ん
」

　

・
金
谷
治
「
三
年
に
し
て
成な

す
こ
と
有
ら
ん
」

　

・
宮
崎
市
定
「
三
年
に
し
て
成
る
あ
ら
ん
」

　

・
吉
川
幸
次
郎
「
三
年
に
し
て
成
る
有
ら
ん
」

　

・
加
地
伸
行
「
三
年
な
ら
ば
成
る
有
ら
）
2
（

ん
」

　

表
記
の
相
違
ま
で
含
め
れ
ば
、
ま
さ
に
五
氏
五
様
。
四
氏
が
自
動
詞
「
成
る
」
に

読
ん
で
い
ま
す
が
、
金
谷
氏
だ
け
は
他
動
詞
「
成
す
」
で
訓
読
し
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
揺
れ
が
生
じ
る
の
も
、「
成
」
が
自
動
詞
な
の
か
他
動
詞
な
の
か
、
不
分
明
だ

か
ら
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
面
白
い
の
は
、
吉
田
氏
が
「
有
成
」
二
字
の
語
釈
を

「
功
を
成
し
遂
げ
る
こ
）
3
（

と
」
と
記
し
て
い
る
点
で
す
。
こ
の
「
功
を
成
す
」
を
訓
読

に
持
ち
込
め
ば
、
他
動
詞
「
成
す
」
そ
の
ま
ま
に
「
成
す
こ
と
有
ら
ん
」
と
な
り
そ

も
と
も
と
動
詞
ご
と
に
自
動
詞
か
他
動
詞
か
が
決
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で

す
。
英
語
な
ら
ば
、
同
じ
く
「
到
着
す
る
」
意
で
も
、〈arrive

〉
は
自
動
詞
、

〈reach
〉
は
他
動
詞
と
覚
え
、〈W

e arrived at the hotel last night.

〉
と

〈W
e reached the hotel last night.

〉
の
よ
う
に
、〔
自
動
詞
＋
前
置
詞
＋
名
詞
〕

と
〔
他
動
詞
＋
名
詞
（
＝
目
的
語
）〕
と
い
う
文
法
形
式
の
差
異
に
注
意
を
払
う
で

し
ょ
う
。
け
れ
ど
も
、
漢
文
で
は
、
自
動
詞
と
他
動
詞
は
融
通
無
碍
、
後
続
の
名
詞

と
の
あ
い
だ
に
前
置
詞
が
介
入
す
る
か
否
か
は
、
時
と
場
合
に
よ
る
と
し
か
言
い
よ

う
が
あ
り
ま
せ
ん
。
今
度
は
動
詞
「
志
」
と
名
詞
「
学
」
と
の
結
合
を
例
に
し
て
み

ま
す
。

　

65
吾
十
有
五　

ニ
シ
テ

而
志　
ス

巴

於
学　
ニ

馬

（『
論
語
』
為
政
）

　
　
　

吾わ
れ

十じ
ふ

有い
う

五ご

に
し
て
学が
く

に
志
こ
こ
ろ
ざす

。

　

66
因　

リ
テ

令　
ム

派

生　
ヲ
シ
テ

斥
狽

棄　
シ

百
慮　
ヲ

蚤

以　
テ

志　
サ

萩

学　
ニ

。（〔
唐
〕
白
行
簡
『
李
娃
伝
』）

　
　
　

因よ

り
て
生せ
い

を
し
て
百ひ
や

慮く
り
よを
斥せ
き

棄き

し
以も
つ

て
学が
く

に
志
こ
こ
ろ
ざさ
し
む
。

　

65
で
は
「
志
」
と
「
学
」
の
あ
い
だ
に
前
置
詞
「
於
」
が
入
っ
て
い
ま
す
が
、
66

の
「
志
」
と
「
学
」
は
直
結
し
て
い
ま
す
。
前
置
詞
「
於
」
の
有
無
に
着
目
す
れ
ば
、

形
式
上
、
65
の
「
志
」
は
自
動
詞
、
66
の
「
志
」
は
他
動
詞
と
な
る
で
し
ょ
う
。
け

れ
ど
も
、『
論
語
』
の
一
句
と
し
て
有
名
な
65
の
「
志
於
学
」
が
出
典
に
な
り
、

「
志
」
と
「
学
」
が
熟
合
し
て
66
の
よ
う
な
「
志
学
」
と
い
う
言
い
回
し
が
で
き
た

の
で
す
か
ら
、
そ
も
そ
も
「
志
」
は
自
他
両
様
の
動
詞
、
す
な
わ
ち
自
動
詞
と
他
動

詞
の
区
別
は
な
か
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
し
ょ
う
。
事
実
、
古
代
の
文
献
に
も
「
志　

ス

覗

義　
ニ

」
＝
義ぎ

に
志
こ
こ
ろ
ざす

（『
礼
記
』
楽
記
）
の
よ
う
な
用
例
が
あ
る
の
で
す
か
ら
。

　

日
本
語
に
は
「
集
ま
る
／
集
む
」・「
崩
る
／
崩
す
」・「
通
る
／
通
す
」「
流
る
／

流
す
」「
上の

ぼ

る
／
上の
ぼ

す
」「
巡
る
／
巡
ら
す
」
の
よ
う
な
自
動
詞
と
他
動
詞
の
対
立
が

φ

φ
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漢
文
訓
読
の
初
期
条
件
（
初
稿
）　
〔
中
〕　　
　

古
田
島
洋
介

雰
囲
気
を
漂
わ
せ
る
の
が
動
詞
「
微
」
で
し
ょ
う
。

70
微　
カ
リ
セ
バ

巴

管
仲
芭

吾
其　
レ

被　
リ

覗

髪　
ヲ

左　
ニ
セ
ン覗

袵　
ヲ

矣
。（『
論
語
』
憲
問
）

　
　
　

管
く
わ
ん

仲ち
ゆ
う

微な

か
り
せ
ば
、
吾わ
れ

其そ

れ
髪か
み

を
被か
う
むり
袵じ
ん

を
左ひ
だ
りに
せ
ん
。

71
微　

カ
リ
セ
バ

巴

斯　
ノ

人
芭

吾
誰　
ニ

与か

帰　
セ
ン

？
（〔
宋
〕
范
仲
淹
「
岳
陽
楼
記
」）

　
　
　

斯こ

の
人ひ
と

微な

か
り
せ
ば
、
吾わ
れ

誰た
れ

に
か
帰き

せ
ん
？

　

70
「
微
管
仲
」
は
「（
管
仲
は
過
去
に
実
在
し
た
人
物
だ
が
、
も
し
そ
の
）
管
仲

が
い
な
か
っ
た
と
し
た
ら
」
を
意
味
す
る
反
実
仮
想
、
71
「
微
斯
人
」
も
「（
君
子

は
古
代
に
実
在
し
た
け
れ
ど
も
、
も
し
）
こ
の
よ
う
な
君
子
が
い
な
か
っ
た
な
ら

ば
」
の
意
を
成
す
反
実
仮
想
で
、
い
ず
れ
の
「
微
」
も
英
語
な
ら
ば
仮
定
法
過
去
完

了
の
表
現
〈If it had not been for

〉
に
相
当
し
、
好
み
と
あ
ら
ば
〈But for

〉

や
〈W

ithout

〉
に
書
き
換
え
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
、
70
「
微
管

仲
」
の
英
訳
を
見
て
み
る
と
、
人
名
「
管
仲
」
の
ロ

ro
m

a
n

iz
a

tio
n

 sy
ste

m

ー
マ
字
化
方
式
の
相
違
を
除
け

ば
、
左
の
よ
う
に
五
者
四
様
の
訳
文
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

・But for K
w

an Chung,... / J. Legge

　

・H
ad it not been for K

uan Chung,... / D
. C. Lau

　

・But for Guan Zhong,... / C. H
uang

　

・W
ithout Guan Zhong,... / B. W

atson
　

・If not for Guan Zhong,... / A
. C

）
5
（hin

　

前
置
詞
（
句
）
の
〈But for

〉〈W
ithout

〉
の
ほ
か
、
基
本
形
〈If it had not 

been for
〉
の
〈If

〉
を
省
い
た
倒
置
形
〈H

ad it not been for

〉
や
省
略
形
〈If 

not for

〉
な
ど
、
さ
な
が
ら
大
学
入
試
英
語
の
書
き
換
え
問
題
の
よ
う
な
景
色
で
す

φ

う
な
も
の
で
す
が
、
実
際
は
「
成
る
こ
と
有
ら
ん
」。
ま
た
、
そ
れ
と
は
逆
に
、「
有

成
」
を
「
立
派
に
で
き
あ
が
）
4
（
る
」
と
自
動
詞
「
成
る
」
ら
し
く
訳
し
て
い
る
金
谷
氏

の
訓
読
が
「
成
す
こ
と
有
ら
ん
」
な
の
で
す
。
も
は
や
「
成
」
が
自
動
詞
か
他
動
詞

か
を
論
じ
る
こ
と
自
体
が
無
意
味
な
の
は
明
ら
か
で
し
ょ
う
。
何
か
が
「
成
就
す

る
」
意
味
で
自
動
詞
「
成
る
」
に
読
も
う
と
、
何
か
を
「
達
成
す
る
」
意
味
で
他
動

詞
「
成
す
」
に
読
も
う
と
、
ど
ち
ら
で
も
差
し
支
え
な
い
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
動

詞
「
有
」
の
目
的
語
（
意
味
上
は
主
語
）
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
文
法
上
、
動
詞

「
成
」
は
、
英
語
に
謂
う
不
定
詞
の
名
詞
用
法
の
よ
う
な
も
の
で
す
が
。

　

さ
ら
に
、
漢
文
の
動
詞
に
能
動
態
と
受
動
態
の
区
別
が
な
い
こ
と
も
確
認
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
動
詞
「
用
」
を
例
と
し
ま
す
。

68
苟　

シ
ク
モ

有　
ラ
バ巴

用　
ヰ
ル覗

我　
ヲ

者
芭

期
月
而の

已み
ニ
シ
テ

可
也
。（『
論
語
』
子
路
）

　
　
　

苟い
や

し
く
も
我わ
れ

を
用も
ち

ゐ
る
者も
の

有あ

ら
ば
、
期き

月げ
つ

の
み
に
し
て
可か

な
り
。

　

69
〔
蘇
秦
〕
游
狽

説　
シ
テ

秦　
ノ

恵
王　
ニ

芭

不
覗

用　
ヰ
ラ
レ。（『

十
八
史
略
』
巻
一
「
春
秋
戦
国
」
趙
）

　
　
　
〔
蘇そ

秦し
ん

〕
秦し
ん

の
恵け
い

王わ
う

に
游い
う

説ぜ
い

し
て
、
用も
ち

ゐ
ら
れ
ず
。

　

68
は
、
右
に
掲
げ
た
67
の
上
文
で
す
。
こ
の
「
用
」
は
、「
我
」
を
目
的
語
と
す

る
能
動
態
の
他
動
詞
。
そ
れ
に
対
し
、
69
の
「
用
」
は
、
何
ら
受
身
の
標
識
な
し
に
、

そ
の
ま
ま
受
動
態
と
な
り
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
「
文
脈
か
ら
の
受
身
」
に
ほ
か
な
り
ま

せ
ん
。
要
す
る
に
、
一
つ
の
動
詞
が
能
動
態
に
も
受
動
態
に
も
な
る
の
で
す
か
ら
、

漢
文
の
動
詞
に
は
も
と
も
と
態
の
区
別
も
な
い
と
考
え
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

さ
て
、
こ
こ
ま
で
漢
文
の
動
詞
の
「
無
い
な
い
尽
く
し
」
ぶ
り
を
観
察
し
て
き
ま

し
た
。
時
制
に
つ
い
て
何
も
記
し
て
い
な
い
点
に
疑
問
を
抱
く
向
き
が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
漢
文
に
は
時
制
が
一
切
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
説
明
し
よ
う
に
も
説
明

の
方
法
が
な
い
の
が
実
情
で
す
。
唯
一
、
英
語
の
仮
定
法
す
な
わ
ち
反
実
仮
想
法
の



6

明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
八
号　

二
〇
二
〇
年

し
ょ
う
か
。
そ
れ
を
嫌
う
な
ら
、
や
は
り
「
曰い
は
ク」「

曰の
た
ま
ハ
ク」

の
よ
う
に
読
み
仮
名
を

付
け
て
し
ま
う
の
が
最
も
確
実
な
方
法
で
す
。

　

確
認
し
て
お
き
た
い
の
は
、
右
の
よ
う
な
議
論
が
、
私
の
提
案
す
る
賢
し
ら
を
も

含
め
、
ま
っ
た
く
時
制
と
無
関
係
な
性
質
の
話
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
「
子

曰
」
に
つ
い
て
も
英
訳
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。、

　

72
子
曰

・T
he M

aster said / J. Legge, D
. C. Lau, C. H

uang, B. W
atson, A

. 
C

）
6
（hin

　

前さ
き

に
名
を
挙
げ
た
英
訳
者
の
五
人
が
五
人
と
も
同
一
の
訳
文
で
す
。「
子
」
を

〈T
he M

aster

〉
と
訳
し
て
い
る
点
も
面
白
い
の
で
す
が
、
こ
こ
で
注
目
し
て
ほ
し

い
の
は
、
五
人
が
そ
ろ
っ
て
「
曰
」
に
過
去
形
〈said

〉
を
充
て
て
い
る
こ
と
で
す
。

孔
子
（552

B.C.︲479
B.C.

）
は
過
去
の
人
物
な
の
だ
か
ら
、
そ
の
発
話
行
為

「
曰
」
は
過
去
形
で
記
す

―
こ
れ
が
時
制
を
持
つ
英
語
の
常
識
で
し
ょ
う
。
日
本

人
も
、
西
洋
語
の
翻
訳
と
な
れ
ば
、
時
制
に
付
き
合
う
こ
と
に
や
ぶ
さ
か
で
は
な
い
。

た
と
え
ば
、
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
ニ
ー
チ
ェF. W

. N
ietzsche

（1844︲1900

）
の
著

作A
lso 

sprach 
Zarathustra

を
『
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
は
か
く
語
り
き0

』
と
訳

し
た
り
し
ま
す
。
動
詞
〈sprechen

〉
の
直
説
法
過
去
〈sprach

〉
に
忠
た
る
べ

く
、
過
去
の
助
動
詞
「
き
」
を
持
ち
出
す
わ
け
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
事
が
漢
文
と
な
る
と
、
誰
も
動
詞
の
時
制
な
ぞ
気
に
し
ま
せ
ん
。

「
曰
」
を
「
曰　

ヒ
キ」（

曰い

ひ
き
）
と
過
去
に
読
ん
だ
り
し
な
い
の
で
す
。
そ
れ
も
そ
の
は

ず
、
漢
文
の
動
詞
に
は
時
制
が
存
在
せ
ず
、
日
本
語
の
動
詞
に
も
基
本
的
に
時
制
が

存
在
し
な
い
か
ら
で
す
。
せ
い
ぜ
い
51
「
事
へ
ん
」・
55
「
取
ら
ん
」・
62
「
破
れ

ん
」・
67
「
有
ら
ん
」・
70
「
左
に
せ
ん
」・
71
「
帰
せ
ん
」
の
よ
う
に
、
未
完
了
の

が
、
い
ず
れ
も
主
節
は
〈w

e w
ould

﹇should, m
ight w

ell

﹈（now

） be w
ear-

ing our hair loose 

﹇dow
n, unbound

﹈...

〉
の
ご
と
く
過
去
時
制
を
用
い
た
帰
結

節
に
な
っ
て
い
ま
す
。「
微
」
に
仮
定
法
す
な
わ
ち
反
実
仮
想
の
用
法
が
あ
る
こ
と

は
明
ら
か
で
し
ょ
う
。
け
れ
ど
も
、
70
「
微
」
に
仮
定
法
過
去
や
仮
定
法
過
去
完
了

を
表
す
標
識
は
何
も
な
く
、
主
節
「
吾
其
被
髪
左
袵
矣
」
に
も
時
制
の
目
印
は
一
切

あ
り
ま
せ
ん
。「
其
…
…
矣
」
は
、
確
信
の
こ
も
っ
た
強
い
語
気
を
表
し
こ
そ
す
れ
、

時
制
の
概
念
と
は
無
縁
で
す
。

　

も
っ
と
も
、
右
の
よ
う
な
時
制
に
関
す
る
論
議
は
、
強
い
て
英
語
を
比
較
の
対
象

と
し
て
持
ち
出
し
た
が
ゆ
え
の
話
に
す
ぎ
ず
、
ろ
く
ろ
く
時
制
を
顧
慮
し
な
い
日
本

語
の
話
者
た
る
我
々
の
目
に
は
虚
し
く
映
る
の
も
事
実
で
し
ょ
う
。
実
際
、
我
々
日

本
人
は
、
漢
文
を
訓
読
す
る
と
き
、
時
制
な
ぞ
気
に
か
け
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
象

徴
す
る
の
が
「
子し

曰
く
」
で
馴
染
み
深
い
「
曰
」
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

日
本
人
が
「
曰
」
に
つ
い
て
議
論
を
交
わ
す
と
な
れ
ば
、
送
り
仮
名
を
「
曰　
ク

」
と

す
る
か
「
曰　

ハ
ク」
と
す
る
か
、
単
に
「
い
は
く
」
で
は
孔
子
に
対
す
る
敬
意
を
欠
く
か

ら
「
子
の
た
ま
は
く
」
と
読
む
べ
き
で
、
読
み
方
に
よ
っ
て
「
曰い

は
ク」

と
「
曰の
た
ま
ハ
ク」

の
ご
と
く
送
り
仮
名
を
区
別
す
べ
き
で
は
な
い
か

―
そ
の
よ
う
な
議
論
ば
か
り
か

と
見
受
け
ま
す
。
あ
り
て
い
に
言
っ
て
、
ど
ち
ら
も
瑣
末
な
こ
と
こ
の
う
え
な
い
問

題
で
し
ょ
う
。「
曰　

ク

」
に
せ
よ
「
曰　
ハ
ク」

に
せ
よ
、
結
果
と
し
て
「
い
は
く
」
と
読
む

こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
の
で
し
た
ら
、
好
み
に
応
じ
て
「
曰い

は
ク」

ま
た
は
「
曰い
ハ
ク」

と
読

み
仮
名
を
付
け
る
だ
け
で
事
は
解
決
す
る
は
ず
で
す
。
ま
た
、
送
り
仮
名
の
違
い
に

よ
っ
て
「
曰い

は
ク」

と
「
曰の
た
ま
ハ
ク」

を
区
別
し
よ
う
と
す
る
の
は
、「
自み
づ
か
ラ」

と
「
自お
の
ヅ
カ
ラ」

の

判
別
と
似
た
よ
う
な
話
で
、「
自お

の
づ
か
ラ」「

自み
ヅ
カ
ラ」

と
読
む
人
が
出
て
く
る
の
を
防
げ
な

い
の
と
同
じ
く
、「
曰の

た
ま
は
ク」「

曰い
ハ
ク」

と
読
む
の
を
妨
げ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
い
っ

そ
の
こ
と
、
江
戸
時
代
に
用
い
ら
れ
て
い
た
「
自ミ

」「
自オ

」
の
ご
と
き
迎
え
仮
名
の

知
恵
を
活
か
し
て
、「
曰イ

」「
曰ノ

」
と
で
も
す
る
ほ
う
が
遙
か
に
効
率
的
で
は
な
い
で
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漢
文
訓
読
の
初
期
条
件
（
初
稿
）　
〔
中
〕　　
　

古
田
島
洋
介

　

け
れ
ど
も
、
考
え
て
み
れ
ば
、
こ
の
「
付
け
加
え
る
必
要
が
あ
る
」
は
、
訓
読
に

と
っ
て
非
常
に
有
利
に
働
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
な
ぜ
な
ら
、
裏
返
し
て

言
う
と
、「
付
け
加
え
さ
え
す
れ
ば
す
む
」
と
も
な
る
か
ら
で
す
。
も
し
、
こ
れ
と

は
反
対
の
作
業
、
つ
ま
り
「
取
り
除
く
必
要
が
あ
る
」、
ま
た
は
別
種
の
作
業
、
す

な
わ
ち
「
書
き
換
え
る
必
要
が
あ
る
」
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
作
業
が
錯
雑
し
、
結
果

と
し
て
甚
だ
読
み
づ
ら
い
事
態
に
な
っ
た
だ
ろ
う
と
想
わ
れ
ま
す
。

　

漢
文
に
つ
い
て
、
動
詞
「
知
」
を
例
と
す
れ
ば

―

　

75
不　
ル

覗

知　
ラ

巴

其　
ノ

仁　
ヲ

蚤

也
。（『
論
語
』
公
冶
長
）

　
　
　

其そ

の
仁じ
ん

を
知
ら
ざ
る
な
り
。　

＊
未
然
形

　

76
是　

レ

知　
リ
テ巴

其　
ノ

不
可　
ナ
ル
ヲ

蚤

而
為　
ス

覗

之　
ヲ

者
与
。（『
論
語
』
憲
問
）

　
　
　

是こ

れ
其そ

の
不ふ

可か

な
る
を
知
り
て
之こ
れ

を
為な

す
者も
の

か
。　

＊
連
用
形

　

77
聞　

キ
テ覗

一　
ヲ

以　
テ

知　
ル

覗

十　
ヲ

。（『
論
語
』
公
冶
長
）

　
　
　

一い
ち

を
聞き

き
て
以も
つ

て
十じ
ふ

を
知
る
。　

＊
終
止
形

　

78
知　

ル
覗

之　
ヲ

者　
ハ

不
覗

如　
カ

巴

好　
ム

覗

之　
ヲ

者　
ニ

馬

（『
論
語
』
雍
也
）

　
　
　

之こ
れ

を
知
る
者も
の

は
之こ
れ

を
好こ
の

む
者も
の

に
如し

か
ず
。　

＊
連
体
形

　

79
知　

レ
ド
モ

巴

其　
ノ

一　
ヲ

芭

未　
ダ

覗

知　
ラ

巴

其　
ノ

二　
ヲ

馬

（『
史
記
』
高
祖
本
紀
）

　
　
　

其そ

の
一い
ち

を
知
れ
ど
も
、
未い
ま

だ
其そ

の
二に

を
知し

ら
ず
。　

＊
已
然
形

　

漢
文
の
動
詞
「
知
」
は
何
も
変
化
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
が
日
本
語
の
生
理
に

従
っ
て
活
用
五
形
に
読
み
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
命
令
形
が
見
当
た
ら
な
い
点
に
不

満
の
声
が
挙
が
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
不
勉
強
に
し
て
「
知
」
を
命
令
形
に
読
む

例
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
た
め
、
類
義
の
動
詞
「
識
」
の
命
令
形
「
識し

る

せ
」
で
代

用
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
孔
子
の
有
名
な
言
葉
で
す
。

φ

動
作
に
つ
い
て
推
量
の
助
動
詞
「
む
」
が
撥
音
化
し
た
「
ん
」
を
用
い
る
程
度
。
完

了
し
て
い
る
動
作
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
完
了
の
助
動
詞
「
り
」「
た
り
」
を
添
え
る

と
は
限
り
ま
せ
ん
。
ほ
と
ん
ど
現
在
形
で
押
し
通
し
て
読
ん
で
い
る
の
が
実
態
で
す
。

実
際
、
積
極
的
に
完
了
の
表
現
を
用
い
て
訓
読
す
る
の
は
、
次
の
73
の
よ
う
に
完
了

の
助
動
詞
を
含
む
読
み
方
が
固
定
化
し
て
い
る
名
句
や
、
74
の
ご
と
く
漢
文
の
典
型

的
な
完
了
表
現
「
已
…
…
矣
」
が
現
れ
る
と
き
く
ら
い
で
し
ょ
う
。

　

73
過　

ギ
タ
ル
ハ

猶　
ホ

覗

不　
ル
ガ覗

及　
バ

。（『
論
語
』
先
進
）

　
　
　

過す

ぎ
た
る
は
猶な

ほ
及お
よ

ば
ざ
る
が
ご
と
し
。　 

＊
完
了
の
助
動
詞
「
た
り
」
連
体
形

　

74
道
之
不　

ル
ハ覗

行　
ハ
レ、
已　
ニ

知　
レ
リ覗

之　
ヲ

矣
。（『
論
語
』
微
子
）

　
　
　

道み
ち

の
行お
こ
なは
れ
ざ
る
は
、
已す
で

に
之こ
れ

を
知し

れ
り
。

＊
完
了
の
助
動
詞
「
り
」
終
止
形

　

で
は
、
過
去
の
こ
と
を
現
在
時
制
で
読
む
漢
文
訓
読
の
一
般
的
な
読
み
方
は
、
ど

の
よ
う
に
捉
え
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
西
洋
語
の
文
法
に
照
ら
せ
ば
、
過
去
の

事
象
を
活
写
す
る
た
め
に
用
い
る
現
在
時
制
、
す
な
わ
ち
歴
史
的
現
在historic

（al

） present

こ
そ
が
漢
文
訓
読
に
お
け
る
暗
黙
の
大
前
提
だ
と
見
な
せ
る
で
し
ょ

う
。
と
は
い
え
、
歴
史
的
現
在
を
意
識
し
て
漢
文
を
訓
読
し
て
い
る
向
き
は
、
ほ
ぼ

皆
無
と
言
っ
て
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
）
7
（

か
。
我
々
が
動
詞
に
つ
い
て
気
遣
う
の

は
、
適
切
な
音
読
み
・
訓
読
み
の
選
択
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
の
読
み
に
ふ
さ
わ

し
く
動
詞
を
活
用
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
漢
文
の
動
詞
に
は
活
用
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、

日
本
語
の
動
詞
は
六
種
の
活
用
形
（
未
然
・
連
用
・
終
止
・
連
体
・
已
然
・
命
令
）

を
持
っ
て
い
）
8
（

る
の
で
、
ど
う
し
て
も
活
用
語
尾
を
送
り
仮
名
と
し
て
付
け
加
え
る
必

要
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　
シ

φ
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
八
号　

二
〇
二
〇
年

〈w
g o

ent

〉
と
書
き
換
え
る
し
か
な
い
で
し
ょ
う
。
も
と
は
と
言
え
ば
、
動
詞

〈w
end

〉
の
過
去
形
〈w

ent

〉
が
〈go

〉
の
過
去
形
に
転
用
さ
れ
た
も
の
な
の
で

す
か
ら
、〈go

〉
と
似
て
も
似
つ
か
ぬ
姿
形
を
し
て
い
る
の
は
当
然
で
も
あ
り
ま
す

が
。

　

こ
う
し
た
綴
り
字
の
削
除
や
変
更
を
繰
り
返
し
た
と
す
れ
ば
、
作
業
用
の
字
句
が

英
文
の
そ
こ
か
し
こ
に
飛
び
散
り
、
き
わ
め
て
読
み
に
く
い
版
面
に
な
っ
て
し
ま
う

で
し
ょ
う
。
し
た
が
っ
て
、
一
般
に
我
々
は
、
そ
の
よ
う
な
事
態
を
避
け
る
べ
く
、

前
も
っ
て
〈knew

〉〈w
ent

〉
が
そ
れ
ぞ
れ
〈know

〉〈go

〉
の
過
去
形
だ
く
ら

い
の
基
本
知
識
は
身
に
つ
け
て
お
き
、
せ
い
ぜ
い
〈H

e 
found

〉
の
〈found

〉
が

〈find

〉
の
過
去
形
で
あ
る
こ
と
を
メ
モ
書
き
す
る
程
度
で
す
ま
せ
る
わ
け
で
す
。

も
し
こ
の
〈found

〉
の
原
形
が
〈found

〉
だ
と
し
た
ら
、
現
在
形
は
〈H

e 
founds

〉、
過
去
形
は
〈H

e founded

〉
と
な
る
は
ず
で
す
か
ら
。

　

と
こ
ろ
が
、
漢
文
と
な
る
と
、
こ
う
し
た
懸
念
は
ま
っ
た
く
生
ず
る
余
地
が
あ
り

ま
せ
ん
。
す
べ
て
が
付
け
加
え
る

0

0

0

0

0

だ
け
で
す
む
か
ら
で
す
。
た
し
か
に
、
漢
字
の
右

下
に
片
仮
名
の
小
字
で
記
さ
れ
る
送
り
仮
名
は
、
見
た
目
に
は
う
る
さ
い
か
も
し
れ

な
い
。
し
か
し
、
ち
ょ
っ
と
仮
名
を
添
え
る
だ
け
で
日
本
語
に
変
換
で
き
る
と
は
、

改
め
て
驚
く
に
値
す
る
芸
当
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
む
ろ
ん
、
そ
れ
は
、
日
本
語

が
中
国
古
典
か
ら
漢
字
を
豊
富
に
取
り
入
れ
、
そ
の
読
み
方
が
お
お
む
ね
決
ま
っ
て

い
て
、
意
味
が
了
解
で
き
る
か
ら
こ
そ
可
能
な
わ
け
で
す
。
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
言

え
ば
、
孤
立
語
の
漢
文
＝
古
典
中
国
語
を
膠
着
語
の
日
本
語
に
変
換
す
る
に
は
、
漢

文
の
単
語
に
日
本
語
の
膠
着
要
素
さ
え
加
え
れ
ば
よ
い
、
と
の
話
に
も
な
る
で
し
ょ

う
。
動
詞
が
時
制
・
人
称
・
単
複
な
ど
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
に
姿
形
を
変
え
る
屈
折

語
で
は
、
そ
う
容
易
に
は
事
が
進
み
ま
せ
ん
。
漢
文
訓
読
に
お
け
る
動
詞
の
処
理
は
、

〔
漢
文
（
孤
立
語
）
＋
膠
着
要
素
＝
日
本
語
（
膠
着
語
）〕
と
い
う
等
式
を
最
も
如
実

に
感
じ
さ
せ
る
現
象
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

80
小
子
識　
セ

覗

之　
ヲ

。
苛
政　
ハ

猛　
ナ
ル巴

於
虎　
ヨ
リ
モ

蚤

也
。（『
礼
記
』
檀
弓
下
）

　
　
　

小せ
う

子し

之こ
れ

を
識
せ
。
苛か

政せ
い

は
虎と
ら

よ
り
も
猛ま
う

な
る
な
り
。　

＊
命
令
形

　

前さ
き

に
漢
文
の
動
詞
は
〈
不
定
詞
〉
の
よ
う
な
も
の
と
記
し
ま
し
た
が
、
こ
の
「
不

定
」
と
は
、
日
本
語
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
、
い
ず
れ
の
活
用
形
な
の
か
を
定
め
る
こ

と
が
で
き
な
い
、
逆
に
言
え
ば
、
す
べ
て
の
活
用
形
に
対
し
て
開
か
れ
て
い
る
と
い

う
意
味
で
す
。
英
語
の
〈
不
定
詞
〉
は
、
た
と
え
ば
〈to 

realize

〉
と
記
し
た
だ

け
で
は
主
語
が
定
ま
ら
な
い
か
ら
〈
不
定
詞
〉
と
呼
ぶ
の
で
し
ょ
う
が
。

　

言
う
ま
で
も
な
く
、
漢
文
の
「
知
」
を
数
種
の
活
用
形
に
変
化
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
、「
知
」
を
「
知
る
」
と
訓
ず
る
習
慣
が
成
り
立
っ
て
い
れ
ば
こ
そ
の
話

で
す
。
い
わ
ば
「
知
」
に
よ
っ
て
、
日
本
語
の
「
し
る
」
と
い
う
動
詞
の
概
念
が
固

定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
「
知
」
を
語
幹
の
ご
と
く
利
用
し
、
そ
こ
に
活
用
語
尾

を
付
け
加
え
る

0

0

0

0

0

だ
け
で
日
本
語
に
変
換
で
き
る
わ
け
で
す
。

　

英
語
で
は
、
そ
う
は
ゆ
き
ま
せ
ん
。〈know
〉
を
〈k

し

now

る
〉
ま
た
は

〈k

ノ

ウ

now

す
〉
と
読
む
習
慣
は
な
い
の
で
す
。
し
か
も
、〈know
〉
が
変
化
し
て

〈knew

〉〈know
n

〉
な
ど
と
な
れ
ば
、〈knew

〉
は
〈know
〉
の
過
去
形
、

〈know
n

〉
は
〈know

〉
の
過
去
分
詞
と
い
う
具
合
に
、
そ
れ
ぞ
れ
原
形
〈know

〉

を
基
準
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
万
一
の
誤
解
を
防
ぐ
べ
く
、
原
形

〈know

〉
を
目
に
見
え
る
よ
う
に
す
る
に
は
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
。
最
低
で
も

〈kne ow

〉
の
ご
と
き
書
き
換
え
や
〈know

n

〉
の
よ
う
な
削
り
取
り
の
作
業
が
必
要

と
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
他
の
動
詞
に
つ
い
て
も
、〈H

e 
founds

〉
と
あ
れ
ば

〈founds

〉
の
ご
と
く
削
除
し
た
り
、〈H

e 
found

〉
と
来
た
ら
〈f

iound

〉
の
よ
う

に
書
き
改
め
た
り
し
な
け
れ
ば
、
原
形
〈found

〉
や
〈find

〉
が
浮
か
び
上
が
っ

て
き
ま
せ
ん
。
な
か
ん
づ
く
〈go

〉
の
過
去
形
〈w

ent

〉
は
質た
ち

の
悪
い
過
去
形
で
、

ど
う
い
じ
く
り
ま
わ
し
て
も
〈go

〉
を
抽
出
す
る
こ
と
は
不
可
能
、
一
語
全
体
を

φ
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漢
文
訓
読
の
初
期
条
件
（
初
稿
）　
〔
中
〕　　
　

古
田
島
洋
介

　

副
詞
「
能
く
」
は
、
修
飾
語
と
し
て
下
文
の
動
詞
に
掛
か
り
ま
す
の
で
、
返
り
点

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
能
は
ず
」
と
訓
ず
る
と
き
は
、「
能
」
の
上
下
に
返
り
点

が
付
き
ま
す
。
両
者
が
同
時
に
用
い
ら
れ
た
例
を
左
に
挙
げ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
前

掲
51
の
全
文
で
、
打
消
の
助
動
詞
「
ず
」
を
含
む
再
読
文
字
「
未
」
が
現
れ
て
い
ま

す
。

　

84
未　

ダ
覗

能　
ハ

覗

事　
フ
ル
コ
ト覗

人　
ニ

、
焉　
ク
ン
ゾ

能　
ク

事　
ヘ
ン覗

鬼　
ニ

⁉
（『
論
語
』
先
進
）

　
　
　

未い
ま

だ
人ひ
と

に
事つ
か

ふ
る
こ
と
能あ
た

は
ず
、
焉い
づ

く
ん
ぞ
能よ

く
鬼き

に
事つ
か

へ
ん
⁉

　

一
方
、「
得
」
は
、
あ
っ
さ
り
動
詞
「
得う

」
に
読
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
日
本
語
と

し
て
は
動
詞
で
す
が
、
漢
文
と
し
て
は
あ
く
ま
で
助
動
詞
で
あ
る
点
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

　

85
得　

バ
覗

見　
ル
ヲ巴

有　
ル

覗

恒
者　
ヲ

芭

斯　
チ

可　
ナ
リ

矣
。（『
論
語
』
述
而
）

　
　
　

恒つ
ね

有あ

る
者も
の

を
見み

る
を
得え

ば
、
斯す
な
はち

可か

な
り
。

　

86
不
覗

得
巴

与と

覗

之
言　
フ
コ
ト
ヲ

馬

（『
論
語
』
微
子
）

　
　
　

之こ
れ

と
言い

ふ
こ
と
を
得え

ず
。

　

85
「
可
」
は
、
補
語
で
す
の
で
、「
べ
し
」
と
は
読
ま
ず
、「
か
」
と
音
読
み
す
る

習
慣
で
す
。
86
は
、
助
動
詞
「
得
」
と
動
詞
「
言
」
の
あ
い
だ
に
、
前
置
詞
「
与
」

＋
名
詞
「
之
」
＝
副
詞
句
「
与
之
」
が
動
詞
「
言
」
の
修
飾
語
と
し
て
割
り
込
ん
で

い
ま
す
。

　

右
の
「
可
」「
能
」「
得
」
は
、
い
ず
れ
も
英
語
〈can

〉
と
同
じ
「
〜
で
き
る
」

意
味
で
す
が
、
敢
え
て
区
別
す
れ
ば
、「
可
」
に
は
「（
周
囲
の
状
況
か
ら
許
さ
れ

て
）
〜
で
き
る
」、「
能
」
に
は
「（
能
力
が
あ
っ
て
）
〜
で
き
る
」、「
得
」
に
は

φ

⑥
助
動
詞

　

漢
文
の
助
動
詞
は
、
英
語
と
同
じ
く
、
動
詞
に
前
置
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
訓
読

に
用
い
る
日
本
語
は
、
助
動
詞
ご
と
に
品
詞
が
ば
ら
つ
き
、
統
一
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

英
語
〈can

〉
に
相
当
す
る
「
可
」「
能
」「
得
」
に
つ
い
て
一
つ
ず
つ
確
認
し
て
み

る
と

―

　

81
民　
ハ

可　
シ

覗

使　
ム

覗

由　
ラ

覗

之　
ニ

、
不
覗

可　
カ
ラ覗

使　
ム

覗

知　
ラ

覗

之　
ヲ

。（『
論
語
』
泰
伯
）

　
　
　

民
は
之
に
由
ら
し
む
べ
し
、
之
を
知
ら
し
む
べ
か
ら
ず
。

　

二
つ
の
「
可
」
が
使
役
動
詞
「
使
」
に
冠
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
助
動
詞

「
可
」
は
、
日
本
語
で
も
助
動
詞
「
べ
し
」
を
充
て
て
訓
じ
ま
す
の
で
、
返
り
点
を

打
っ
て
動
詞
「
使
」
の
次
に
「
べ
し
」
と
読
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
使
役
動
詞

「
使
」
に
使
役
の
助
動
詞
「
し
む
」
を
充
て
る
の
は
、
漢
文
訓
読
の
定
石
で
す
。

　

こ
れ
に
対
し
、「
能
」
は
少
し
事
情
が
異
な
り
ま
す
。
肯
定
の
場
合
は
、「
能よ

く
」

と
副
詞
に
読
み
ま
す
が
、
打
消
の
助
動
詞
「
ず
」
を
以
て
訓
ず
る
否
定
辞
が
被
せ
ら

れ
た
場
合
は
、
動
詞
「
あ
た
ふ
」
を
充
て
、
そ
れ
を
未
然
形
に
活
用
さ
せ
て
「
能あ

た

は

ず
」
と
訓
読
し
ま
す
。

　

82
唯　
ダ

仁
者　
ノ
ミ

能　
ク

好　
ミ

覗

人　
ヲ

能　
ク

悪　
ム

覗

人　
ヲ

。（『
論
語
』
里
仁
）

　
　
　

唯た

だ
仁じ
ん

者し
や

の
み
能よ

く
人ひ
と

を
好こ
の

み
能よ

く
人ひ
と

を
悪に
く

む
。

　

83
似　

タ
リ巴

不　
ル

覗

能　
ハ

覗

言　
フ
コ
ト

者　
ニ

馬

（『
論
語
』
郷
党
）

　
　
　

言い

ふ
こ
と
能あ
た

は
ざ
る
者も
の

に
似に

た
り
。
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
八
号　

二
〇
二
〇
年

取
ら
れ
が
ち
で
す
が
、
右
の
六
つ
の
再
読
文
字
は
、
文
法
上
、
す
べ
て
助
動
詞
と
理

解
し
て
お
く
こ
と
が
肝
腎
で
す
。
再
読
文
字
の
訓
読
そ
の
も
の
は
難
し
く
あ
り
ま
せ

ん
。
初
読
（
右
の
読
み
）
か
ら
入
り
、
下
接
す
る
動
詞
か
ら
再
読
（
左
の
読
み
）
に

返
す
だ
け
で
す
。
も
っ
と
も
、
裏
を
返
せ
ば
、
下
方
か
ら
再
読
に
返
っ
て
く
る
以
上
、

再
読
文
字
は
必
ず
返
り
点
を
必
要
と
し
ま
す
。
再
読
文
字
に
返
り
点
が
付
い
て
い
な

け
れ
ば
、
た
だ
ち
に
そ
の
返
り
点
は
誤
り
だ
と
断
定
し
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

⑦
前
置
詞

　

前
置
詞
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
④
副
詞
の
〔
附
〕
前
置
詞
で
説
明
し
ま
し
た
。

〔
前
置
詞
＋
名
詞
＝
副
詞
句
〕
が
中
核
動
詞
の
上
方
に
あ
れ
ば
前
位
副
詞
句m

odi-
fier

、
下
方
に
あ
れ
ば
後
位
副
詞
句qualifier

と
い
う
寸
法
で
し
た
。
こ
こ
で
は
、

前
置
詞
が
伴
う
は
ず
の
名
詞
の
省
略
、
お
よ
び
前
置
詞
と
名
詞
の
倒
置
に
つ
い
て
観

察
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

左
に
掲
げ
る
の
は
、
古
代
、
遊
説
に
出
か
け
た
蘇そ

秦し
ん

が
成
功
す
る
こ
と
な
く
困
窮

し
て
家
に
も
ど
っ
て
き
た
と
き
の
妻
と
兄
嫁
の
冷
た
い
態
度
を
描
写
し
た
一
文
で
す
。

　

93
妻　
ハ

不
覗

下　
ラ

覗

機　
ヲ

、
嫂　
ハ

不
巴

為　
ニ

炊　
ガ

馬

（『
十
八
史
略
』
巻
一
「
春
秋
戦
国
」
趙
）

　
　
　

妻つ
ま

は
機は
た

を
下く
だ

ら
ず
、
嫂
あ
に
よ
めは

為た
め

に
炊か
し

が
ず
。

　

蘇
秦
が
久
し
ぶ
り
に
帰
宅
し
た
も
の
の
、
落
ち
ぶ
れ
て
帰
っ
て
き
た
た
め
、
妻
は

機
織
り
台
か
ら
下
り
て
出
迎
え
よ
う
と
も
せ
ず
、
嫂
も
食
事
を
作
ろ
う
と
し
な
か
っ

た
と
い
う
わ
け
で
す
。
こ
の
「
為
」
は
、「
為　

ニ
巴

蘇
秦　
ノ

蚤

」（
蘇そ

秦し
ん

の
為た
め

に
）
の
名
詞

「
蘇
秦
」
が
省
か
れ
、
前
置
詞
「
為
」
だ
け
が
残
っ
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
し
ょ

う
。
こ
れ
を
、
単
独
で
用
い
ら
れ
た
前
置
詞
と
い
う
意
味
で
、
仮
に
単
用
前
置
詞
と

「（
機
会
に
恵
ま
れ
て
）
〜
で
き
る
」
と
い
う
意
味
合
い
が
あ
り
ま
す
。
さ
し
た
る
差

も
な
く
用
い
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
基
本
と
し
て
知
っ
て
お
く
に
越
し
た
こ

と
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
ほ
か
、
再
読
文
字
「
将
」「
且
」「
当
」「
応
」「
宜
」「
須
」
な
ど
も
す
べ
て

助
動
詞
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
例
文
を
挙
げ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
い
ず
れ
も
動

詞
に
上
接
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

87
不　
ト

覗

知　
ラ

巴

老　
イ

之
将　
ニ

蝿

至　
ラ
ン
ト

云　
フ

覗

爾　
カ

。（『
論
語
』
述
而
）

　
　
　

老お

い
の
将ま
さ

に
至い
た

ら
ん
と
す
る
を
知し

ら
ず
と
爾し

か
云い

ふ
。

　

88
引　

キ
テ覗

酒　
ヲ

且　
ニ

覗

飲　
マ
ン
ト覗

之　
ヲ

（『
戦
国
策
』
斉
二
）

　
　
　

酒さ
け

を
引ひ

き
て
且ま
さ

に
之こ
れ

を
飲の

ま
ん
と
す
。

　

89
蒼
天
已　

ニ

死　
ス
レ
バ、
黄
天
当　
ニ

覗

立　
ツ

。（『
後
漢
書
』
皇
甫
嵩
伝
）

　
　
　

蒼さ
う

天て
ん

已す
で

に
死し

す
れ
ば
、
黄
く
わ
う

天て
ん

当ま
さ

に
立た

つ
べ
し
。

　

90
応　

ニ
覗

知　
ル

巴

故
郷　
ノ

事　
ヲ

蚤

（〔
唐
〕
王
維
「
雑
詩
」）

　
　
　

応ま
さ

に
故こ
き

郷や
う

の
事こ
と

を
知し

る
べ
し
。

　

91
惟　

ダ

仁
者　
ノ
ミ

宜　
シ
ク覗

在　
ル

巴

高
位　
ニ

蚤

（『
孟
子
』
離
婁
上
）

　
　
　

惟た

だ
仁じ
ん

者し
や

の
み
宜よ
ろ

し
く
高か
う

位ゐ

に
在あ

る
べ
し
。

　

92
男
児
須　

ラ
ク覗

読　
ム

巴

五
車　
ノ

書　
ヲ

馬

（〔
唐
〕
杜
甫
「
柏
学
士
茅
屋
」
詩
）

　
　
　

男だ
ん

児じ

須す
べ
から

く
五ご

車し
や

の
書し
よ

を
読よ

む
べ
し
。

　

英
語
の
助
動
詞
ま
た
は
準
助
動
詞
で
言
え
ば
、
87
「
将
」・
88
「
且
」
は
〈w

ill, 
be 

going 

﹇about

﹈ to

〉
に
、
89
「
当
」・
90
「
応
」・
91
「
宜
」
は
〈should, 

ought to

〉
に
、
92
「
須
」
は
〈m

ust, have to

〉
に
相
当
し
ま
す
。
再
読
文
字
と

言
う
と
、
そ
の
名
称
に
つ
ら
れ
、
つ
い
二
度
に
わ
た
っ
て
読
む
こ
と
に
ば
か
り
気
を

　
ル
ヲ

　
シ

　
シ

　
シ

　
シ
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漢
文
訓
読
の
初
期
条
件
（
初
稿
）　
〔
中
〕　　
　

古
田
島
洋
介

　

で
は
、
ど
う
す
る
か
？

こ
こ
で
援
用
さ
れ
る
の
が
副
詞
「
与
」
の
訓
読
「
与と
も

に
」
で
す
。
ま
ず
は
「
与
」
が
副
詞
に
用
い
ら
れ
た
次
の
例
を
見
て
く
だ
さ
い
。

　

96
可　
キ
モ巴

与　
ニ

適　
ク

蝿

道　
ニ

、
未　
ダ

覗

可　
カ
ラ巴

与　
ニ

立　
ツ

馬

（『
論
語
』
子
罕
）

　
　
　

与と
も

に
道み
ち

に
適ゆ

く
べ
き
も
、
未い
ま

だ
与と
も

に
立た

つ
べ
か
ら
ず
。

　

二
つ
の
副
詞
「
与と
も

に
」
が
見
え
ま
す
。
読
ん
で
字
の
ご
と
く
「
と
も
に
」
す
な
わ

ち
「
一
緒
に
」
の
意
に
解
す
れ
ば
、
一
応
は
意
味
が
通
じ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で
し
ょ
う
。
こ
の

「
と与も
に
」
な
ら
ば
、
文
節
と
し
て
独
立
で
き
ま
す
の
で
、
単
用
前
置
詞
「
与
」
の

訓
読
に
は
打
っ
て
つ
け
と
な
る
わ
け
で
す
。

　

97
寡
婦
之
子　
ハ

、
非　
ザ
レ
バ覗

有　
ル
ニ覗

見　
ル
ベ
キ

焉
、
弗ず

巴

与　
ニ

為　
ラ

蝿

友　
ト

。（『
礼
記
』
曲
礼
上
）

＊
弗
＝
不
。

　
　
　

寡く
わ

婦ふ

の
子こ

は
、
見み

る
べ
き
有あ

る
に
非あ
ら

ざ
れ
ば
、
与と
も

に
友と
も

と
為な

ら
ず
。

　

文
意
は
「
寡
婦
の
息
子
は
、
世
間
に
知
ら
れ
る
よ
う
な
才
能
を
示
す
こ
と
が
な
け

れ
ば
、
交
際
の
相
手
に
は
し
な
い
」
と
な
り
ま
す
。
現
代
の
我
々
の
耳
に
は
、
許
し

難
い
偏
見
に
響
き
ま
す
が
、
今
は
「
与
」
に
だ
け
注
目
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の

「
与
」
が
単
用
前
置
詞
で
、
事
実
上
、
上
方
に
記
さ
れ
た
「
寡
婦
之
子
」
を
伴
う

「
与と

巴

寡
婦
之
子
蚤

」（
寡
婦
の
子
と
）
と
同
義
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
と
思
い
ま
す
。

と
な
れ
ば
、
ひ
る
が
え
っ
て
96
の
「
与と

も

に
」
も
、
字
義
ど
お
り
「
と
も
に
」
と
解
す

る
の
は
拙
く
、
何
ら
か
の
名
詞
が
省
か
れ
た
単
用
前
置
詞
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が

し
て
く
る
で
し
ょ
う
。
実
際
、
96
の
上
文
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

98
子
曰　

ク

「
可　
キ
モ巴

与　
ニ

共　
ニ

学　
ブ

芭

未　
ダ

覗

可　
カ
ラ巴

与　
ニ

適　
ク

蝿

道　
ニ

。（『
論
語
』
子
罕
）

φ

名
づ
け
て
お
き
ま
す
。
誰
の
「
為
に
」
で
あ
る
か
は
文
脈
か
ら
明
ら
か
な
た
め
、

「
蘇
秦
」
の
二
字
を
削
っ
て
上
下
そ
れ
ぞ
れ
四
字
句
に
仕
立
て
、
律リ

ズ
ム動

感
を
整
え
た

一
文
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

次
は
、
単
用
前
置
詞
「
以
」
の
一
文
で
す
。

　

94（
李
）
広
出　

デ
覗

猟　
ニ

、
見
巴

草
中　
ノ

石　
ヲ

芭

以　
テ

為　
シ
テ覗

虎　
ト

而
射　
ル

覗

之　
ヲ

。（『
史
記
』
李
将
軍
列
伝
）

　
　
　
（
李り

）
広く
わ
う

猟か
り

に
出い

で
、
草さ
う

中ち
ゆ
うの
石い
し

を
見み

、
以も
つ

て
虎と
ら

と
為な

し
て
之こ
れ

を
射い

る
。

　

こ
の
「
以
」
も
、「
以　
テ

覗

石　
ヲ

為　
シ
テ覗

虎　
ト

」
の
名
詞
「
石
」
が
省
略
さ
れ
、
前
置
詞
「
以
」

だ
け
が
取
り
残
さ
れ
た
も
の
と
見
な
し
て
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。「
そ
の
石
を
て

っ
き
り
虎
だ
と
思
い
込
ん
で
」
と
の
意
味
で
す
。

　

要
す
る
に
、
単
用
前
置
詞
「
為
」「
以
」
は
、
そ
の
ま
ま
「
為た

め

に
」「
以も
つ

て
」
と
訓

じ
て
お
け
ば
よ
く
、
訓
読
の
負
担
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
同
じ
く
前
置
詞
で
も
、「
与
」
は
少
し
面
倒
で
す
。
前
置
詞
「
与
」
に

は
格
助
詞
「
と
」
を
充
て
て
「
与と

」
と
読
む
の
で
す
が
、
単
用
さ
れ
た
と
き
、「
与と

」

と
読
む
だ
け
で
す
ま
せ
る
と
、
甚
だ
奇
妙
な
日
本
語
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
実
例

を
見
て
み
る
と

―

　

95
与と

巴

中
国
蚤

同　
ジ
ウ
ス覗

俗　
ヲ

。（『
漢
書
』
張
騫
列
伝
）

　
　
　

中ち
ゆ

国う
ご
くと

俗ぞ
く

を
同お
な

じ
う
す
。

　

前
置
詞
「
与
」
が
冠
せ
ら
れ
た
名
詞
「
中
国
」
を
単
に
取
り
除
く
と
、「
と
俗
を

同
じ
う
す
」
と
な
り
、
ま
と
も
な
日
本
語
に
は
聞
こ
え
ま
せ
ん
。「
た為

め
に
」「
も以

つ

て
」
は
そ
れ
ぞ
れ
文
節
を
成
し
ま
す
が
、
格
助
詞
「
と与

」
の
み
で
は
文
節
を
形
成
で

き
な
い
の
が
大
き
な
理
由
で
し
ょ
う
。

φ
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
八
号　

二
〇
二
〇
年

　

晨
門
（
＝
門
番
）
が
「
ど
ち
ら
か
ら
お
出い

で
か
？
」
と
尋
ね
た
の
に
対
し
、
孔
子

の
弟
子
の
子
路
が
「
孔
家
か
ら
だ
」
と
答
え
た
と
い
う
簡
単
な
会
話
で
す
。「
奚
」

は
、「
奚　

ク

」（
奚い
づ

く
）
と
訓
じ
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

　

問
題
は
、
二
つ
の
前
置
詞
「
自
」
と
名
詞
の
順
序
で
す
。
純
然
た
る
名
詞
「
孔

氏
」
の
場
合
は
、
そ
の
名
の
と
お
り
、「
自
孔
氏
」
の
ご
と
く
名
詞
に
前
置
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
疑
問
代
名
詞
「
奚
」
に
対
し
て
は
、「
奚
自
」
の
よ
う
に
後
置
さ
れ
、

日
本
語
と
同
じ
語
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
例
文
50
の
説
明
中
に
記
し
た
ご
と

く
、
英
語
の
〈w

h-

〉
疑
問
詞
が
文
の
前
方
に
出
よ
う
と
す
る
の
と
同
じ
性
質
の
現

象
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
前
置
詞
「
自
」
を
サ
変
動
詞
化
し
て
「
自　

リ
ス」（

自よ

り
す
）
と
訓

読
し
て
の
け
る
知
恵
に
は
驚
か
さ
れ
ま
す
。
動
詞
「
来
」
が
記
さ
れ
て
い
れ
ば
、
例

文
07
（
前
号
一
二
頁
下
段
）
の
「
自よ

リ
巴

遠
方
蚤

来　
タ
ル」

と
同
じ
要
領
で
、「
奚　
レ

自よ
リ

来　
タ
ル」

ま

た
は
「
自よ

リ
巴

孔
氏
蚤

来　
タ
ル」
と
読
め
ば
す
み
ま
す
が
、「
来
」
が
見
え
な
い
か
ら
と
い
っ

て
、
前
置
詞
の
読
み
「
よ
り
」
そ
の
ま
ま
で
は
、「
奚い

づ

れ
よ
り
？
」「
孔こ
う

氏し

よ
り
」
と

な
っ
て
し
ま
い
、
日
本
語
と
し
て
据
わ
り
の
悪
い
こ
と
こ
の
う
え
な
い
。
そ
こ
で
、

59
の
よ
う
に
前
置
詞
「
以
」
を
後
位
副
詞
句
で
「
以も

つ

て
す
」
と
読
む
の
と
同
じ
く
、

「
自
」
も
「
自よ

り
す
」
と
サ
変
動
詞
に
し
て
し
ま
う
わ
け
で
す
。
御
都
合
主
義
と
踏

み
倒
せ
ば
そ
れ
ま
で
で
す
が
、
こ
う
し
た
臨
機
応
変
の
柔
軟
な
品
詞
転
換
も
漢
文
訓

読
を
支
え
る
重
要
な
技
術
に
数
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

同
様
の
工
夫
が
前
置
詞
「
与
」
や
「
為
」
に
つ
い
て
も
発
揮
さ
れ
ま
す
。

　

１００
子
行　

ラ
バ巴

三
軍　
ヲ

芭

則　
チ

誰　
ト

与　
ニ
セ
ン

？
（『
論
語
』
述
而
）

　
　
　

子し

三さ
ん

軍ぐ
ん

を
行や

ら
ば
、
則す
な
はち
誰た
れ

と
与と
も

に
せ
ん
？

　

こ
の
「
誰
与
？
」
も
、
本
来
は
「
与と

覗

誰
行　
ラ
ン

？
」（
誰た
れ

と
行や

ら
ん
？
）
に
作
る
べ

子し

曰い
は

く
「
与と
も

に
共と
も

に
学ま
な

ぶ
べ
き
も
、
未い
ま

だ
与と
も

に
道み
ち

に
適ゆ

く
べ
か
ら
ず
。（
以

下
96
に
続
く
）

　

孔
子
の
発
言
の
冒
頭
で
、
い
き
な
り
「
与と
も

に
共と
も

に
」
と
出
て
き
ま
す
の
で
、
一
見

「
与
共
」
は
連
文
（
同
義
ま
た
は
類
義
の
字
を
重
ね
た
熟
語
）
の
よ
う
に
映
り
ま
す

が
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
已は

な
は
ダ

︲

甚
」（「
已
」
も
「
甚
」
も
「
は
な
は
だ
」）
あ

る
い
は
「
業す︲

已で
ニ

」（「
業
」
も
「
已
」
も
「
す
で
に
」）
な
ど
と
は
違
い
、「
与と︲

共も
ニ

」

と
は
読
め
な
い
の
で
す
。
で
は
、
同
じ
読
み
を
重
ね
た
「
与と

も

に
共と
も

に
」
の
実
体
は
何

か
と
言
え
ば
、
や
は
り
単
用
前
置
詞
「
与
」
＋
副
詞
「
共
」
と
考
え
る
の
が
合
理
的

で
し
ょ
う
。
つ
ま
り
、
こ
の
98
で
は
、
前
置
詞
「
与
」
に
下
接
す
べ
き
名
詞
が
明
記

さ
れ
て
は
い
な
い
も
の
の
、
た
と
え
ば
「
与と

巴

其　
ノ

人
蚤

共　
ニ

」（
其そ

の
人ひ
と

と
共と
も

に
）
の
ご

と
く
、
省
略
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
言
葉
を
適
宜
に
補
っ
て
理
解
す
る
の
が
正
鵠
を
射

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
）
9
（
す
。
96
の
説
明
で
「
一
応
は
意
味
が
通
じ
る
」
と
薄
暗
い
言

い
方
を
し
た
の
は
、
そ
の
よ
う
な
事
情
が
あ
る
か
ら
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。「
与と

も
ニ」

は
、
日
本
語
と
し
て
は

0

0

0

0

0

0

0

副
詞
で
あ
っ
て
も
、
漢
文
と
し
て
は

0

0

0

0

0

0

あ
く
ま
で
単
用
前
置
詞

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
要
す
る
に
、
単
用
前
置
詞
「
与
」
を
副
詞
の
よ
う
に
「
与と

も
ニ」

と
読
む
の
は
、
一い

つ

に
訓
読
の
便
宜
に
よ
る
話
で
あ
り
、
裏
返
し
て
言
え
ば
、
訓
読
に

お
い
て
発
揮
さ
れ
た
品
詞
転
換
の
知
恵
だ
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　

一
方
、
前
置
詞
が
下
接
す
る
は
ず
の
名
詞
と
倒
置
さ
れ
、〔
名
詞
＋
前
置
詞
〕
と

い
う
語
順
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
代
表
格
が
、
英
語
な
ら
ば
〈w

h-

〉
で

始
ま
る
疑
問
詞
と
の
倒
置
で
し
ょ
う
。
左
の
一
例
を
見
て
く
だ
さ
い
。

　

99
晨
門
曰　
ク

「
奚　
レ

自よ
リ
ス
ル
ト

？
」。
子
路
曰　
ク

「
自よ
リ
ス
ト

巴

孔
氏
蚤

」。（『
論
語
』
憲
問
）

　
　
　

晨し
ん

門も
ん

曰い
は

く
「
奚い
づ

れ
よ
り
す
る
？
」
と
。
子し

路ろ

曰い
は

く
「
孔こ
う

氏し

よ
り
す
」
と
。
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漢
文
訓
読
の
初
期
条
件
（
初
稿
）　
〔
中
〕　　
　

古
田
島
洋
介

　

１０３
君
子　
ハ

義
以　
テ

為　
シ

覗

質　
ト

、
礼
以　
テ

行　
ナ
ヒ覗

之　
ヲ

、
孫
以　
テ

出　
ダ
シ覗

之　
ヲ

、
信
以　
テ

成　
ス

覗

之　
ヲ

。

 

（『
論
語
』
衛
霊
公
）　

＊
孫
＝
遜
。

君く
ん

子し

は
義ぎ

以も
つ

て
質し
つ

と
為な

し
、
礼れ
い

以も
つ

て
之こ
れ

を
行お
こ

な
ひ
、
孫そ
ん

以も
つ

て
之こ
れ

を
出い

だ
し
、

信し
ん

以も
つ

て
之こ
れ

を
成な

す
。

　

四
つ
の
前
置
詞
「
以
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
直
前
の
名
詞
と
倒
置
さ
れ
た
も
の
で
、
本

来
な
ら
ば
「
以　
テ

覗

義　
ヲ

」「
以　
テ

覗

礼　
ヲ

」「
以　
テ

覗

孫　
ヲ

」「
以　
テ

覗

信　
ヲ

」
の
語
順
と
な
っ
て
然
る
べ
き

と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。
こ
う
し
た
純
然
た
る
倒
置
も
あ
る
わ
け
で
す
。

　

も
っ
と
も
、「
義
以　

テ

」（
義ぎ

以も
つ

て
）
と
「
以　
テ

覗

義　
ヲ

」（
義ぎ

を
以も
つ

て
）
の
読
み
分
け
、
す

な
わ
ち
格
助
詞
「
を
」
の
有
無
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。
漢
文
訓
読
は
、
語
順
こ
そ

が
肝
腎
な
孤
立
語
た
る
古
典
中
国
語
を
相
手
に
す
る
た
め
、
勢
い
語
順
に
は
敏
感
に

な
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
す
。
ど
の
み
ち
意
味
は
同
じ
だ
か
ら
と
い
っ
て
、「
義
以
」

を
「
義　

ヲ

以　
テ

」（
義ぎ

を
以も
つ

て
）
と
読
む
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
単
純
な
倒
置
は
、
前
置
詞
「
以
」
に
用
例
が
多
い
印
象
で
す
が
、
少
な

く
と
も
『
論
語
』
を
読
む
か
ぎ
り
、
と
り
わ
け
数
詞
「
一
」
が
現
れ
る
文
に
多
用
さ

れ
る
傾
向
が
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ま
す
。

　

１０４
一
言
以　

テ

蔽　
ヘ
バ覗

之　
ヲ

、
曰　
ク

「
思　
ヒ

無　
シ
ト覗

邪
」。（『
論
語
』
為
政
）

　
　
　

一い
ち

言ご
ん

以も
つ

て
之こ
れ

を
蔽お
ほ

へ
ば
、
曰い
は

く
「
思お
も

ひ
邪
よ
こ
し

無ま
な

し
」
と
。

　

１０５
吾　

ガ

道　
ハ

一
以　
テ

貫　
ク

覗

之　
ヲ

。（『
論
語
』
里
仁
）

　
　
　

吾わ

が
道み
ち

は
一い
ち

以も
つ

て
之こ
れ

を
貫つ
ら
ぬく

。

　

１０６
一
言
以　

テ

為　
シ

覗

知　
ト

、
一
言
以　
テ

為　
ス

巴

不
知　
ト

馬

（『
論
語
』
堯
曰
）

　
　
　

一い
ち

言ご
ん

以も
つ

て
知ち

と
為な

し
、
一い
ち

言ご
ん

以も
つ

て
不ふ

知ち

と
為な

す
。

き
と
こ
ろ
で
す
が
、「
誰
」
が
疑
問
詞
の
た
め
に
前
置
詞
「
為
」
と
倒
置
を
起
こ
し
、

上
文
と
の
重
複
を
避
け
て
動
詞
「
行
」
が
省
か
れ
た
も
の
で
す
。
そ
の
ま
ま
「
誰

与と

？
」（
誰た
れ

と
？
）
で
は
日
本
語
と
し
て
落
ち
着
か
な
い
の
で
、
前
述
の
ご
と
く
前

置
詞
「
与
」
を
「
与　

ニ

」（
与と
も

に
）
と
副
詞
化
し
、
さ
ら
に
省
略
さ
れ
た
動
詞
の
代
用

を
も
果
た
す
べ
く
「
与　

ニ
ス」（
与と
も

に
す
）
と
サ
変
動
詞
化
し
て
訓
読
す
る
の
で
す
。

　

１０１
非　
ズ
シ
テ

巴

夫　
ノ

人　
ノ

之
為　
ニ

慟　
ス
ル
ニ

芭

而
誰　
ガ

為　
ニ
セ
ン

⁉
（『
論
語
』
先
進
）

　
　
　

夫か

の
人ひ
と

の
之こ
れ

為た
め

に
慟ど
う

す
る
に
非あ
ら

ず
し
て
、
誰た

が
為た
め

に
せ
ん
⁉

　

前
半
の
「
為
」
に
つ
い
て
は
暫
く
措お

き）₁₀
（

、
今
は
後
半
の
「
誰
為
⁉
」
だ
け
に
注
目

し
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
も
、
や
は
り
「
為　

ニ
覗

誰　
ガ

慟　
セ
ン

⁉
」（
誰た

が
為た
め

に
慟ど
う

せ
ん
⁉
）
の

疑
問
詞
「
誰
」
が
前
置
詞
「
為
」
と
倒
置
さ
れ
、
上
文
と
重
複
す
る
動
詞
「
慟
」
が

省
略
さ
れ
）
₁₁
（
た
二
字
で
す
。
右
に
観
察
し
て
き
た
「
自よ

り
す
」「
与と
も

に
す
」
と
同
様
の

措
置
が
講
じ
ら
れ
た
サ
変
動
詞
「
為た

め

に
す
」
だ
と
考
え
て
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

念
の
た
め
、
動
詞
が
省
略
さ
れ
た
結
果
、
前
置
詞
「
為た
め

に
」
を
サ
変
動
詞
化
し
て

「
為た

め

に
す
」
と
読
む
例
文
を
も
う
一
つ
掲
げ
て
お
き
ま
す
。

　

１０２
古
之
学
者　
ハ

為　
ニ
シ覗

己　
ノ

、
今
之
学
者　
ハ

為　
ニ
ス覗

人　
ノ

。（『
論
語
』
憲
問
）

　
　
　

古
い
に
し
への

学が
く

者し
や

は
己お
の
れの

為た
め

に
し
、
今い
ま

の
学が
く

者し
や

は
人ひ
と

の
為た
め

に
す
。

　

上
下
そ
れ
ぞ
れ
「
為　
ニ

覗

己　
ノ

学　
ビ

」「
為　
ニ

覗

人　
ノ

学　
ブ

」
の
動
詞
「
学
」
が
省
か
れ
た
た
め
、

前
置
詞
を
動
詞
の
ご
と
く
「
為た

め

に
す
」
と
訓
じ
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

た
だ
し
、
前
置
詞
が
名
詞
と
倒
置
さ
れ
る
の
は
、
も
う
一
つ
別
の
場
合
も
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
名
詞
を
強
調
す
べ
く
前
置
詞
の
上
方
に
移
動
し
た
結
果
、
単
に
語
順

が
逆
転
し
て
〔
名
詞
＋
前
置
詞
〕
と
な
る
場
合
で
す
。

φ
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
八
号　

二
〇
二
〇
年

　

１０７
〔
田
忌
〕
与と

巴

王
及　
ビ

諸
公
子
蚤

逐
狽

射　
ス

千
金　
ヲ

馬

（『
史
記
』
孫
子
列
伝
）

　
　
　
〔
田で

ん

忌き

〕
王
及お
よ

び
諸し
よ

公こ
う

子し

と
千せ
ん

金き
ん

を
逐ち
く

射し
や

す
。

　

１０８
邦　

ニ

有　
ル
ニ覗

道
、
貧　
シ
ク

且　
ツ

賤　
シ
キ
ハ

焉
、
恥
也
。
邦　
ニ

無　
キ
ニ覗

道
、
富　
ミ

且　
ツ

貴　
キ
ハ

焉
、
恥
也
。

 

（『
論
語
』
泰
伯
）

邦く
に

に
道み
ち

有あ

る
に
、
貧ま
づ

し
く
且か

つ
賤い
や

し
き
は
、
恥は
ぢ

な
り
。
邦く
に

に
道み
ち

無な

き
に
、
富と

み
且か

つ
貴た
つ
とき

は
、
恥は
ぢ

な
り
。

　

１０９
子　

ハ

温　
ニ
シ
テ

而
厲　
シ

、
威　
ニ
シ
テ

而
不
覗

猛　
カ
ラ、
恭　
ニ
シ
テ

而
安　
シ

。（『
論
語
』
述
而
）

　
　
　

子し

は
温を
ん

に
し
て
厲は
げ

し
、
威ゐ

に
し
て
猛た
け

か
ら
ず
、
恭き
よ
うに
し
て
安や
す

し
。

　

１１０
富　

ト

与と
ハ

覗

貴　
キ

、
是　
レ

人
之
所
覗

欲　
ス
ル

也
。
…
…
貧
　
シ
キ
ト

与と
ハ

覗

賤　
シ
キ、
是　
レ

人
之
所
覗

悪　
ム

也
。

 

（『
論
語
』
里
仁
）

富と
み

と
貴た
つ
とき

と
は
、
是こ

れ
人ひ
と

の
欲ほ
つ

す
る
所と
こ
ろな

り
。
…
…
貧ま
づ

し
き
と
賤い
や

し
き
と
は
、

是こ

れ
人ひ
と

の
悪に
く

む
所と
こ
ろな

り
。

　

場
合
に
よ
っ
て
は
、
二
種
の
接
続
詞
が
組
み
合
わ
さ
っ
て
現
れ
ま
す
。「
而
」
と

「
且
」
が
同
時
に
用
い
ら
れ
た
例
を
挙
げ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

１１１
不
義　
ニ
シ
テ

而
富　
ミ

且　
ツ

貴　
キ
ハ、
於　
イ
テ覗

我　
ニ

如　
シ

巴

浮
雲　
ノ

馬

（『
論
語
』
述
而
）

　
　
　

不ふ

義ぎ

に
し
て
富と

み
且か

つ
貴た
つ
とき

は
、
我わ
れ

に
於お

い
て
浮ふ

雲う
ん

の
如ご
と

し
。

　

た
だ
し
、
同
じ
く
〈and

〉
の
意
味
で
も
、
並
列
と
し
て
は
「
而
」
の
ほ
う
が

「
且
」
よ
り
も
大
き
な
枠
組
み
を
表
し
て
い
る
点
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。
ま
ず
大

き
く
「
而
」
に
よ
っ
て
「
不
義
」
と
「
富
且
貴
」
が
並
列
さ
れ
、
さ
ら
に
小
さ
く

「
且
」
に
よ
っ
て
「
富
」
と
「
貴
」
が
並
列
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

数
式
も
ど
き
に
示
せ
ば
、｛
不
義
「
而
」（
富
「
且
」
貴
）｝
と
な
り
ま
す
。

　

１０８
・
１１１
の
「
貧
且
賤
」「
富
且
貴
」
と
１１０
の
「
富
与
貴
」「
貧
与
賤
」
を
照
ら
し

φ

φ

φ

φ

φ

φ

　

１０４
・
１０６
の
「
一
言
以　
テ

」
は
「
以　
テ

巴

一
言　
ヲ

蚤

」（
一い
ち

言ご
ん

を
以も
つ

て
）
の
倒
置
、
１０５
の
「
一

以　
テ

」
は
「
以　
テ

覗

一　
ヲ

」（
一い
ち

を
以も
つ

て
）
の
倒
置
と
見
な
せ
ま
す
。
数
詞
「
一
」
は
、
し
ば

し
ば
「
わ
ず
か
に
一
つ
」
と
い
う
限
定
の
意
味
合
い
を
持
ち
、
自
ず
か
ら
強
調
の
語

感
を
帯
び
る
た
め
、
前
置
詞
「
以
」
の
ま
え
に
置
か
れ
る
こ
と
が
好
ま
れ
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

以
上
、
大
ざ
っ
ぱ
な
が
ら
、
伴
う
は
ず
の
名
詞
が
省
略
さ
れ
た
単
用
前
置
詞
、
お

よ
び
前
置
詞
と
名
詞
と
の
倒
置
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
ま
し
た
。
な
か
ん
づ
く
、
柔

軟
な
品
詞
転
換
は
、
漢
文
訓
読
を
成
り
立
た
せ
る
う
え
で
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
技
術
か

と
思
い
ま
す
。

⑧
接
続
詞

　

接
続
詞
は
、
等
位
接
続
詞
と
従
属
接
続
詞
に
分
か
れ
ま
す
が
、
そ
れ
ほ
ど
難
し
く

あ
り
ま
せ
ん
。
少
し
面
倒
な
の
は
、
等
位
接
続
詞
「
与
」
と
、
条
件
・
仮
定
を
表
す

従
属
接
続
詞
「
使
」
の
訓
読
だ
け
で
し
ょ
う
。

ⅰ
等
位
接
続
詞

　

等
位
接
続
詞
の
代
表
は
、
英
語
の
〈and

〉
に
等
し
い
「
及
」「
且
」「
而
」「
与
」、

〈or

〉
に
相
当
す
る
「
或
」「
若
」
な
ど
で
す
。
い
ず
れ
も
並
列
要
素
の
あ
い
だ
に
置

く
だ
け
で
す
か
ら
、
語
順
そ
の
も
の
は
、
日
本
語
の
「
Ａ
と
Ｂ
」「
Ａ
ま
た
は
Ｂ
」

と
同
じ
感
覚
で
す
。

　

ま
ず
は
〈and

〉
に
当
た
る
接
続
詞
「
及
」「
且
」「
而
」「
与
」
を
観
察
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
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漢
文
訓
読
の
初
期
条
件
（
初
稿
）　
〔
中
〕　　
　

古
田
島
洋
介

「
与
」
の
用
法
が
念
頭
に
あ
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
、
接
続
詞
「
与
」
に
つ
い
て
も
、

下
接
す
る
名
詞
か
ら
返
っ
て
読
む
方
式
を
採
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
接
続
詞
「
与
」
の
読
み
方
は
、
特
に
注
意
を
要
す
る
の
で
、
さ
ら
に
用
例
を

掲
げ
て
お
き
ま
す
。

　

１１３
若　

キ
ハ巴

聖　
ト

与と
ノ

蝿

仁
、
則　
チ

吾
豈　
ニ

敢　
ヘ
テ
セ
ン
ヤ

⁉
（『
論
語
』
述
而
）

　
　
　

聖せ
い

と
仁じ
ん

と
の
若ご
と

き
は
、
則す
な
はち
吾わ
れ

豈あ

に
敢あ

へ
て
せ
ん
や
⁉

　

１１４
弑　

セ
バ巴

父　
ト

与と
ヲ

蝿

君
、
亦　
タ

不　
ル

覗

従　
ハ

也
。（『
論
語
』
先
進
）

　
　
　

父ち
ち

と
君き
み

と
を
弑し
い

せ
ば
、
亦ま

た
従し
た
がは

ざ
る
な
り
。

　

１１５ 

楚
人　
ニ

有　
リ

派

鬻　
グ

巴

矛　
ト

与と
ヲ

蝿

楯
者
煤

（『
韓
非
子
』
難
一
）

　
　
　

楚そ

人ひ
と

に
矛ほ
こ

と
楯た
て

と
を
鬻ひ
さ

ぐ
者も
の

有あ

り
。

　

１１６ 

客　
モ

亦　
タ

知　
ル

巴

夫　
ノ

水　
ト

与と
ヲ

蝿

月
乎か

？
（〔
宋
〕
蘇
軾
「
前
赤
壁
賦
」）

　
　
　

客か
く

も
亦ま

た
夫か

の
水み
づ

と
月つ
き

と
を
知し

る
か
？

　

訓
読
「
聖　
ト

与と

覗

仁
」「
父　
ト

与と

覗

君
」「
矛　
ト

与と

覗

楯
」「
水　
ト

与と

覗

月
」
の
定
型
を
目
に
焼
き

付
け
て
く
だ
さ
い
。
も
ち
ろ
ん
、
接
続
詞
「
与
」
の
求
め
る
返
り
点
は
、
い
つ
で
も

レ
点
と
は
限
り
ま
せ
ん
。「
Ａ　

ト

与と

覗

Ｂ
」
の
Ｂ
が
二
字
以
上
で
あ
れ
ば
、
ふ
つ
う
一
二

点
を
使
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

１１７
夫
子
之
言　
フ
ハ把

性　
ト

与と
ヲ

巴

天
道
芭

不　
ル

覗

可　
カ
ラ巴

得　
テ

而
聞　
ク

蚤

也
。（『
論
語
』
公
冶
長
）

　
　
　

夫ふ
う

子し

の
性せ
い

と
天て
ん

道だ
う

と
を
言い

ふ
は
、
得え

て
聞き

く
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。

　

１１８
唯　

ダ

上
知　
ト

与と
ハ

巴

下
愚
蚤

不
覗

移　
ラ

。（『
論
語
』
陽
貨
）

　
　
　

唯た

だ
上じ
や

知う
ち

と
下か

愚ぐ

と
は
移う
つ

ら
ず
。

　

こ
の
二
例
で
は
「
性　
ト

与と

巴

天
道
蚤

」「
上
知　
ト

与と

巴

下
愚
蚤

」
の
よ
う
に
一
二
点
が
用
い

φ

合
わ
せ
れ
ば
、
一
目
瞭
然
、「
且
」
と
「
与
」
が
同
一
の
接
続
機
能
を
果
た
し
て
い

る
こ
と
が
理
解
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

け
れ
ど
も
、「
及
」「
且
」「
而
」
と
は
異
な
り
、
接
続
詞
「
与
」
の
訓
読
だ
け
が

１１０
「
富　

ト

与と
ハ

覗

貴　
キ

」「
貧
　
シ
キ
ト

与と
ハ

覗

賤　
シ
キ」
の
ご
と
く
返
り
点
を
要
求
す
る
こ
と
は
銘
記
し
て
お

か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
現
代
日
本
語
な
ら
ば
、「
Ａ
」
と
「
Ｂ
」
の
並
列
は
、
た
だ

「
Ａ
と
Ｂ
」
と
言
え
ば
よ
い
。
漢
文
も
「
Ａ
与
Ｂ
」
と
書
く
の
で
す
か
ら
、「
与
」
に

「
と
」
を
充
て
て
、「
Ａ
与と

Ｂ
」
の
よ
う
に
返
り
点
ナ
シ
で
済
ま
せ
て
し
ま
え
ば
、
手

間
も
か
か
ら
ず
、
合
理
的
に
映
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
、

漢
文
訓
読
に
用
い
る
日
本
語
は
、
い
わ
ゆ
る
古
文
す
な
わ
ち
古
典
日
本
語
で
す
。
並

列
を
表
す
「
と
」
は
、
も
と
も
と
「
Ａ
と
Ｂ
と
」
の
ご
と
く
並
列
要
素
の
一
つ
ひ
と

つ
に
付
け
る
格
助
詞
で
し
た
。
こ
れ
を
「
Ａ
と
Ｂ
」
の
よ
う
に
一
つ
の
「
と
」
だ
け

で
結
ぶ
こ
と
が
公
的
に
認
め
ら
れ
た
の
は
、
新
し
い
も
よ
い
と
こ
ろ
、
な
ん
と
明
治

三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
十
二
月
二
日
付
《
官
報
》
所
載
の
文
部
省
告
示
「
文
法
上

許
容
ス
ベ
キ
事
）
₁₂
（

項
」
に
お
い
て
で
し
た
。
漢
文
訓
読
は
、
こ
う
し
た
新
参
者
の
許
容

事
項
に
か
か
づ
ら
う
こ
と
な
く
、
並
列
の
格
助
詞
「
と
」
の
古
式
に
則
っ
て
「
Ａ
と

Ｂ
と
」
流
の
読
み
方
を
維
持
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
残
る
問
題
は
、「
Ａ
と
Ｂ
と
」

の
二
つ
の
「
と
」
を
漢
文
「
Ａ
与
Ｂ
」
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
割
り
振
る
か
で
す
が
、

１１０
に
見
ら
れ
る
「
富　

ト

与と
ハ

覗

貴　
キ

」「
貧
　
シ
キ
ト

与と
ハ

覗

賤　
シ
キ」
を
一
般
形
で
書
け
ば
、
次
の
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　

１１２
Ａ　
ト

与と

覗

Ｂ
＝
Ａ
と
Ｂ
と

　

一
つ
め
の
「
と
」
は
Ａ
の
送
り
仮
名
と
し
、
二
つ
め
の
「
と
」
は
Ｂ
か
ら
返
っ
て

「
与
」
の
読
み
と
し
ま
す
。「
Ａ
与と

Ｂ　
ト

」
と
訓
ず
る
こ
と
に
す
れ
ば
、
返
り
点
は
不
要
、

余
計
な
面
倒
ナ
シ
で
済
む
の
で
す
が
、
お
そ
ら
く
は
57
で
見
た
よ
う
な
前
置
詞
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
八
号　

二
〇
二
〇
年

「
沛
公
」
を
並
列
し
て
い
る
の
で
、
主
語
は
「
君
王
」
と
「
沛
公
」
の
二
者
に
な
り

ま
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、
57
で
は
「
君
王
」
の
み
に
重
み
が
か
か
り
、
57'
で
は
「
君

王
」
と
「
沛
公
」
の
両
者
に
ほ
ぼ
均
等
な
重
み
が
か
か
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
念

の
た
め
、
二
例
の
相
違
が
明
確
に
な
る
よ
う
構
文
分
析
と
日
本
語
訳
と
を
示
せ
ば

―
　

57
君Ｓ

王　
与Ｍ

巴

沛
公
蚤

飲Ｖ
ス

。 

＝
君
王
が0

沛
公
と0

一
緒
に
酒
を
飲
ん
で
い
る
。

　

57'
君Ｓ

王　
ト

与
巴

沛
公
蚤

飲Ｖ
ス

。 

＝
君
王
と0

沛
公
が0

一
緒
に
酒
を
飲
ん
で
い
る
。

　

果
た
し
て
「
与
」
は
前
置
詞
な
の
か
、
そ
れ
と
も
接
続
詞
な
の
か
？

音
読
す
れ

ば
、
57
で
は
「
君
王
」
の
直
後
に
些
少
の
切
れ
め
が
入
り
、
57'
で
は
「
君
王
与
沛

公
」
を
一
気
に
つ
な
げ
て
読
む
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
か
ら
、
少
な
く
と
も
音
読
者

が
い
ず
れ
の
解
を
採
っ
て
い
る
の
か
わ
か
る
可
能
性
が
あ
る
も
の
の
、
右
の
限
ら
れ

た
字
面
だ
け
で
は
、
57
と
57'
の
是
非
は
判
定
で
き
ま
せ
ん
。
出
典
の
『
史
記
』
項
羽

本
紀
を
閲
読
し
、
周
囲
の
語
句
や
文
脈
に
照
ら
し
て
、
始
め
て
57'
（「
与
」
＝
接
続

詞
）
よ
り
も
57
（「
与
」
＝
前
置
詞
）
の
ほ
う
が
適
切
だ
ろ
う
と
の
判
断
が
下
せ
る

の
で
す
。
漢
文
そ
れ
自
体
に
、
57
と
57'
を
区
別
す
る
文
法
上
の
標
識
は
一
切
あ
り
ま

せ
ん
。
英
語
の
文
法
感
覚
か
ら
見
れ
ば
、「
与
」
一
字
が
前
置
詞
〈w

ith

〉
と
接
続

詞
〈and

〉
を
兼
ね
る
の
は
信
じ
難
い
現
象
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
考
え
て
み
れ
ば

〈w
ith

〉
も
〈and

〉
も
要
は
何
か
と
何
か
が
一
緒
に
な
る
こ
と
を
表
す
の
で
す
か

ら
、
そ
の
「
何
か
と
何
か
が
一
緒
に
な
る
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
「
与
」
が
表
現
す

る
の
だ
と
考
え
れ
ば
、
そ
れ
ほ
ど
不
思
議
に
思
わ
ず
に
済
む
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

察
し
て
も
ら
え
る
と
お
り
、
こ
の
曖
昧
さ
が
生
じ
る
の
は
、「
Ａ
与
Ｂ
」
が
主
語

の
位
置
に
記
さ
れ
、
Ａ
・
Ｂ
が
い
ず
れ
も
人
物
を
指
す
と
き
で
す
。
１１０
「
富
与
貴
」

　　
　

　　
　

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
訓
読
の
定
型
そ
の
も
の
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
１１２
の
一
般

形
さ
え
記
憶
し
て
お
け
ば
宜
し
く
、
あ
と
は
返
り
点
の
付
け
方
が
少
し
異
な
る
だ
け

で
す
。

　

た
だ
し
、
こ
の
一
般
形
１１２
「
Ａ　

ト

与と

覗

Ｂ
」（
Ａ
と
Ｂ
と
）
に
は
、
な
お
も
避
け
て
通

れ
ぬ
問
題
が
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
め
は
、
接
続
詞
「
与
」
と
前
置
詞
「
与
」
と
の

判
別
の
問
題
。
二
つ
め
は
、
接
続
詞
「
与
」
が
記
さ
れ
て
い
な
い
場
合
の
並
列
語
句

の
処
理
の
問
題
で
す
。

　

先
ほ
ど
、
１１２
の
説
明
の
な
か
で
、「
Ａ
与
Ｂ
」
を
「
Ａ　

ト

与と

覗

Ｂ
」
と
訓
じ
、「
Ａ
与と

Ｂ　
ト

」
と
読
ま
な
い
の
は
、
57
の
よ
う
な
前
置
詞
「
与
」
の
用
法
が
念
頭
に
あ
っ
た
か

ら
で
は
な
い
か
と
記
し
ま
し
た
が
、
実
は
、
こ
こ
に
厄
介
な
問
題
が
生
じ
る
の
で
す
。

念
の
た
め
57
を
再
掲
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

57
君
王
与と

巴

沛
公
蚤

飲　
ス

。（
再
掲
／
『
史
記
』
項
羽
本
紀
）

＊
与
＝w

ith, together w
ith

　
　
　

君く
ん

王わ
う

沛は
い

公こ
う

と
飲い
ん

す
。

　

こ
れ
は
「
与
」
を
前
置
詞
と
解
し
て
の
訓
読
で
す
。
け
れ
ど
も
、
漢
文
「
君
王
与

沛
公
飲
」
の
「
与
」
を
接
続
詞
と
理
解
し
、
定
型
「
Ａ　

ト

与と

覗

Ｂ
」
に
当
て
は
め
れ
ば
、

次
の
よ
う
に
も
読
め
る
の
で
す
。

　

57'
君
王 
ト

与と

巴

沛
公
蚤

飲 
ス

。　

＊
与
＝and

　
　
　

君く
ん

王わ
う

と
沛は
い

公こ
う

と
飲い
ん

す
。

　

57
の
「
与と

巴

沛
公
蚤

」
は
前
置
詞
「
与
」
＋
名
詞
「
沛
公
」
＝
副
詞
句
で
す
か
ら
、

主
語
は
「
君
王
」
の
二
字
だ
け
で
す
が
、
57'
で
は
接
続
詞
「
与
」
が
「
君
王
」
と
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漢
文
訓
読
の
初
期
条
件
（
初
稿
）　
〔
中
〕　　
　

古
田
島
洋
介

で
す
の
で
、
上
文
の
主
語
は
顧
悦
だ
け
、
つ
ま
り
「
与
」
を
前
置
詞
と
解
し
て
、
右

の
よ
う
に
「
顧
悦
与と

巴

簡
文
蚤

」（
顧
悦
簡
文
と
）
と
訓
読
し
、「
顧
悦
は
簡
文
と

…
…
」
の
意
味
に
取
る
の
が
妥
当
で
し
ょ
う
。

　

け
れ
ど
も
、
並
列
要
素
に
特
に
軽
重
の
差
が
見
ら
れ
な
け
れ
ば
、「
与
」
が
接
続

詞
な
の
か
前
置
詞
な
の
か
、
判
断
の
し
よ
う
が
な
い
の
が
実
際
で
す
。

　

１２１
劉
尹（

ト
）与と

巴

桓
宣
武
蚤

共　
ニ

聴　
ク

覗

講　
ズ
ル
ヲ

巴

礼
記　
ヲ

馬

（『
世
説
新
語
』
言
語
）

　
　
　

劉り
う

尹ゐ
ん

（
と
）
桓く
わ

宣ん
せ

武ん
ぶ

と
共と
も

に
『
礼ら
い

記き

』
を
講か
う

ず
る
を
聴き

く
。

　

１２２
王
右
軍（

ト
）与と

巴

謝
太
傅
蚤

共　
ニ

登　
ル

巴

冶
城　
ニ

馬

（『
世
説
新
語
』
言
語
）

　
　
　

王わ
う

右い
う

軍ぐ
ん

（
と
）
謝し
や

太た
い

傅ふ

と
共と
も

に
冶や
じ

城や
う

に
登の
ぼ

る
。

　

１２１
で
は
「
劉
尹
」
と
「
桓
宣
武
」
が
、
１２２
で
は
「
王
右
軍
」
と
「
謝
太
傅
」
が
、

そ
れ
ぞ
れ
文
頭
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
直
下
に
副
詞
「
共　
ニ

」

（
共
に
）
が
あ
り
、
ど
ち
ら
の
人
物
に
重
き
を
置
い
て
い
る
の
か
、
今
一
つ
判
然
と

し
ま
せ
ん
。
上
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
か
ら
と
の
理
由
で
「
劉
尹
」「
王
右
軍
」
に
重

み
を
か
け
て
訓
読
す
れ
ば
、「
与
」
を
前
置
詞
と
解
し
て
、
お
の
お
の
「
劉
尹
桓
宣

武
と
…
…
」「
王
右
軍
謝
太
傅
と
…
…
」
と
読
む
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
も

均
等
に
重
み
が
あ
る
は
ず
だ
と
考
え
れ
ば
、「
与
」
を
接
続
詞
と
取
り
、「
劉
尹
と
桓

宣
武
と
…
…
」「
王
右
軍
と
謝
太
傅
と
…
…
」
と
訓
読
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
果

た
し
て
、
ど
ち
ら
の
訓
読
が
優
る
の
か
？

私
の
目
に
は
、
気
分
の
問
題
と
し
て
し

か
映
り
ま
せ
ん
。

　

次
に
、
接
続
詞
「
与
」
が
記
さ
れ
て
い
な
い
場
合
の
並
列
語
句
の
訓
読
を
観
察
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

１２３
劉
尹
・
王
長
史
同　

ニ

坐　
ス

。（『
世
説
新
語
』
品
藻
）

「
貧
与
賤
」
ま
た
は
１１３
「
聖
与
仁
」
の
よ
う
に
Ａ
・
Ｂ
が
人
物
で
な
い
場
合
や
、
１１４

「
父
与
君
」・
１１５
「
矛
与
楯
」・
１１６
「
水
与
月
」
な
ど
の
ご
と
く
Ａ
・
Ｂ
が
動
詞
の
目

的
語
に
な
っ
た
場
合
に
は
、「
与
」
が
接
続
詞
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
、
前
置
詞
と

解
す
る
余
地
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
与
」
が
接
続
詞
な
の
か
前
置
詞
な
の
か
、
一
瞥
し
た
だ
け
で
は
判
別
し
づ
ら
い

例
を
少
し
だ
け
補
充
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

１１９
籍
与と

巴

江
東　
ノ

子
弟
八
千
人
蚤

渡　
リ
テ覗

江　
ヲ

而
西　
セ
シ
ニ、
今
無　
シ

巴

一
人　
ノ

還　
ル
モ
ノ

馬

 
（『
史
記
』
項
羽
本
紀
）　

＊
籍
＝
項
羽
の
自
称
。

籍せ
き

江か
う

東と
う

の
子し

弟て
い

八は
つ

千せ
ん

人に
ん

と
江か
う

を
渡わ
た

り
て
西に
し

せ
し
に
、
今い
ま

一い
ち

人に
ん

の
還か
へ

る
も
の

無な

し
。

　

こ
れ
は
項
羽
が
死
を
覚
悟
し
た
と
き
の
科せ
り
ふ白
の
一
部
で
す
。
冒
頭
は
、「
与
」
を

接
続
詞
と
解
し
、「
籍　

ト

与と

巴

江
東　
ノ

子
弟
八
千
人
」（
籍せ
き

と
江か
う

東と
う

の
子し

弟て
い

八は
つ

千せ
ん

人に
ん

と
）
と

読
ん
で
も
意
味
は
通
じ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
自
ら
が
率
い
て
長
江
の
西
に
進
軍

し
た
多
数
の
若
者
を
こ
と
ご
と
く
戦
死
さ
せ
て
し
ま
い
、
一
人
も
連
れ
て
帰
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
と
悔
い
て
い
る
内
容
で
す
か
ら
、
自
責
の
念
に
駆
ら
れ
た
科
白
に

ふ
さ
わ
し
く
、
主
語
は
籍せ

き

一
人
の
み
、
す
な
わ
ち
「
与
」
は
前
置
詞
と
理
解
し
て
、

右
の
ご
と
く
訓
読
し
、「
私
〈
籍
〉
は
〈
江
東
の
子
弟
八
千
人
〉
と
…
…
」
と
解
釈

す
る
ほ
う
が
優
る
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

１２０
顧
悦
与と

巴

簡
文
蚤

同　
ジ
ウ
シ
テ覗

年　
ヲ

、
而
髪
蚤　
ニ

白　
シ

。（『
世
説
新
語
』
言
語
）

　
　
　

顧こ

悦え
つ

簡か
ん

文ぶ
ん

と
年と
し

を
同お
な

じ
う
し
て
、
髪か
み

蚤つ
と

に
白し
ろ

し
。

　

こ
の
一
文
も
、
下
接
す
る
「
髪
蚤　
ニ

白　
シ

」（
髪
蚤
に
白
し
）
が
顧
悦
に
関
す
る
叙
述

φ

φ
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
八
号　

二
〇
二
〇
年

す
。１２７

独　
リ

楽　
シ
ム
ト覗

楽　
ヲ

、
与と

覗

人
楽　
シ
ム
ト覗

楽　
ヲ

、
孰　
レ
カ

楽　
シ
キ

？

…
…
与と

覗

少
楽　
シ
ム
ト覗

楽　
ヲ

、
与と

覗

衆
楽　
シ
ム
ト覗

楽　
ヲ

、
孰　
レ
カ

楽　
シ
キ

？
（『
孟
子
』
梁
恵
王
下
）

独ひ
と

り
楽が
く

を
楽た
の

し
む
と
、
人ひ
と

と
楽が
く

を
楽が
く

し
む
と
、
孰い
づ

れ
か
楽た
の

し
き
？

…
…
少せ
う

と
楽が
く

を
楽た
の

し
む
と
、
衆し
ゆ
うと

楽が
く

を
楽た
の

し
む
と
、
孰い
づ

れ
か
楽た
の

し
き
？

　

こ
こ
に
見
え
る
三
つ
の
「
与
」
は
、
す
べ
て
前
置
詞
で
、
接
続
詞
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
で
す
か
ら
、
上
文
の
二
つ
の
選
択
肢
「
独　
リ

楽　
シ
ム覗

楽　
ヲ

」
と
「
与と

覗

人
楽　
シ
ム覗

楽　
ヲ

」
は
、

何
ら
接
続
詞
を
介
さ
ず
、
た
だ
単
純
に
並
列
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
す
し
、
下
文
の
二

つ
の
選
択
肢
「
与と

覗

少
楽　
シ
ム覗

楽　
ヲ

」
と
「
与と

覗

衆
楽　
シ
ム覗

楽　
ヲ

」
も
同
様
で
す
。
こ
の
選
択
肢
は
、

そ
れ
ぞ
れ
が
文
を
成
し
て
い
ま
す
の
で
、
単
に
「
・ナ

カ
グ
ロ」

で
切
る
と
、
上
文
は
「
独ひ
と

り

楽が
く

を
楽た
の

し
む
・
人ひ
と

と
楽が
く

を
楽が
く

し
む
、
孰い
づ

れ
か
楽た
の

し
き
？
」、
下
文
も
「
少せ
う

と
楽が
く

を
楽た
の

し
む
・
衆し
ゆ
うと
楽が
く

を
楽た
の

し
む
、
孰い
づ

れ
か
楽た
の

し
き
？
」
と
な
っ
て
し
ま
い
、
そ
れ
な
り
に

意
味
は
通
じ
る
と
は
い
え
、
ま
と
も
な
日
本
語
に
聞
こ
え
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
や
は

り
例
の
定
型
「
Ａ　

ト

与と

覗

Ｂ
」
を
応
用
し
、
右
の
ご
と
く
並
列
要
素
に
逐
一
「
と
」
を

付
け
て
訓
読
し
て
お
け
ば
、
落
ち
着
い
た
響
き
の
訓
読
に
な
る
わ
け
で
す
。
要
す
る

に
、
前
置
詞
「
与と

」
と
の
紛
ら
わ
し
さ
を
踏
ま
え
つ
つ
も
、
１１２
の
一
般
形
「
Ａ　
ト

与と

覗

Ｂ
」（
Ａ
と
Ｂ
と
）
を
柔
軟
に
応
用
す
る
こ
と
が
接
続
詞
「
与と

」
の
肝
腎
な
点
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
漢
文
の
等
位
接
続
詞
に
は
、
英
語
の
接
続
詞
〈or

〉
に
相
当
す
る

「
或あ

る
イ
ハ」

や
「
如も
シ
ク
ハ」「

若も
シ
ク
ハ」

が
あ
り
ま
す
が
、「
あ
る
い
は
」
も
「
も
し
く
は
」
も
今

な
お
日
本
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
言
葉
で
す
の
で
、
読
み
さ
え
す
れ
ば
、
た
だ

ち
に
意
味
が
了
解
で
き
る
は
ず
で
す
。
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
返
り
点
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。

　
　
　

劉り
う

尹ゐ
ん

・
王わ
う

長ち
や

史う
し

同と
も

に
坐ざ

す
。

　

１２４
潘
安
仁
・
夏
侯
湛
並　

ビ
ニ

有　
リ

巴

美
容
馬

（『
世
説
新
語
』
容
止
）

　
　
　

潘は
ん

安あ
ん

仁じ
ん

・
夏か

侯こ
う

湛た
ん

並な
ら

び
に
美び

容よ
う

有あ

り
。

　

文
頭
に
「
劉
尹
」
と
「
王
長
史
」、
そ
し
て
「
潘
安
仁
」
と
「
夏
侯
湛
」
が
主
語

と
し
て
接
続
詞
を
介
さ
ず
に
並
べ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
右
の

ご
と
く
記
号
「
・ナ

カ
グ
ロ」

で
切
っ
て
し
ま
う
の
が
便
法
で
す
。
け
れ
ど
も
、
並
列
さ
れ
る

語
句
が
人
名
・
国
名
・
地
名
な
ど
の
固
有
名
詞
で
な
い
場
合
に
「
・ナ

カ
グ
ロ」
で
切
る
の
は
、

必
ず
し
も
好
ま
れ
ま
せ
ん
。
で
は
、
ど
う
す
る
の
か
と
い
う
と
、
接
続
詞
「
与
」
が

な
く
と
も
、
例
の
定
型
「
Ａ　

ト

与と

覗

Ｂ
」
に
準
じ
て
、
並
列
要
素
の
一
つ
ひ
と
つ
に
格

助
詞
「
と
」
を
付
け
て
訓
読
す
る
訓
法
が
あ
る
の
で
す
。
た
と
え
ば

―

　

１２５
吾
聞　
ク

、
漢
購　
フ
ト巴

我　
ガ

頭　
ヲ

千
金　
ト

邑
万
戸　
ト
ニ馬

（『
史
記
』
項
羽
本
紀
）

　
　
　

吾わ
れ

聞き

く
〈
漢か
ん

我わ

が
頭か
う
べを
千せ
ん

金き
ん

と
邑い
ふ

万ば
ん

戸こ

と
に
購あ
が
なふ
〉
と
。

　

１２６
〔
晏
子
〕
以　

テ
巴

節
倹　
ト

力
行　
ト
ヲ蚤

重　
ン
ゼ
ラ
ル

巴

於
斉　
ニ

馬

（『
史
記
』
管
晏
列
伝
）

　
　
　
〔
晏あ

ん

子し

〕
節せ
つ

倹け
ん

と
力り
き

行か
う

と
を
以も
つ

て
斉せ
い

に
重お
も

ん
ぜ
ら
る
。

　

１２５
で
は
「
千
金
」
と
「
邑
万
戸
」
が
、
１２６
で
は
「
節
倹
」
と
「
力
行
」
が
、
い
ず

れ
も
接
続
詞
「
与
」
を
介
さ
ず
に
並
列
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、「
与
」

が
見
え
ず
と
も
、
あ
た
か
も
「
与
」
が
記
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
、
並
列
要
素
そ

れ
ぞ
れ
に
格
助
詞
「
と
」
を
添
え
て
訓
読
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。
む
ろ
ん
、
右

の
二
例
は
並
列
要
素
が
す
べ
て
短
い
名
詞
で
す
か
ら
、「
・ナ

カ
グ
ロ」

を
用
い
て
、「
購　
フ

巴

…
…
千
金
・
邑
万
戸　
ニ

蚤

」（
千
金
・
邑
万
戸
に
購
ふ
）
ま
た
は
「
以　
テ

巴

節
倹
・
力
行　
ヲ

蚤

」

（
節
倹
・
力
行
を
以
て
）
と
訓
読
し
て
も
、
著
し
い
不
自
然
さ
は
生
じ
ま
せ
ん
。
け

れ
ど
も
、
並
列
要
素
が
文
で
あ
る
と
、「
・ナ

カ
グ
ロ」
で
切
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
く
な
り
ま

φ
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漢
文
訓
読
の
初
期
条
件
（
初
稿
）　
〔
中
〕　　
　

古
田
島
洋
介

　

右
の
う
ち
、「
然　
モ

」（
然し
か

も
）・「
而　
モ

」（
而し
か

も
）
は
、
現
代
日
本
語
の
語
感
そ
の
ま

ま
に
「
そ
の
う
え
、
な
お
か
つ
」
の
意
味
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
相
応
の

注
意
が
必
要
で
す
。
最
近
、「
然　

ル
ヲ」（
然し
か

る
を
）・「
而　
ル
ヲ」（
而し
か

る
を
）
と
訓
じ
る
人
は
、

少
な
く
な
っ
て
い
る
印
象
で
す
が
。

　

二
字
か
ら
成
る
「
然
而
」
は
、
伝
統
的
な
訓
法
で
す
と
、
現
代
の
我
々
の
耳
に
は

逆
接
と
し
て
聞
こ
え
ま
せ
ん
の
で
、
は
っ
き
り
「
け
れ
ど
も
、
し
か
し
」
の
意
味
だ

と
意
識
し
て
お
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

１３４
吾　

ガ

友
張
也や

、
為　
ス

覗

難　
キ
ヲ覗

能　
ク
シ

也
。
然　
リ

而　
ウ
シ
テ

未　
ダ

覗

仁　
ナ
ラ。（『
論
語
』
子
張
）

　
　
　

吾わ

が
友と
も

張ち
や
うや
、
能よ

く
し
難が
た

き
を
為な

す
な
り
。
然し
か

り
而し
か

う
し
て
未い
ま

だ
仁じ
ん

な
ら
ず
。

　

こ
の
「
然し
か

り
而し
か

う
し
て
」
を
聞
い
た
と
た
ん
、
た
だ
ち
に
逆
接
の
意
味
に
解
せ
る

向
き
は
、
か
な
り
漢
文
訓
読
の
言
い
回
し
に
親
し
ん
だ
人
で
し
ょ
う
。
一
般
の
耳
に

「
シ
カ
リ
シ
カ
ウ
シ
テ
」
が
意
味
の
あ
る
日
本
語
の
音
列
と
し
て
響
く
と
は
思
え
ま

せ
ん
。
そ
の
せ
い
か
、
近
時
は
、「
然
而
」
が
逆
接
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
す
べ
く
、

「
然　

レ
ド
モ

而
」（
然し
か

れ
ど
も
）
と
読
ん
で
し
ま
う
傾
向
が
強
い
よ
う
に
見
受
け
ま
す
。
た

だ
し
、
そ
れ
は
そ
れ
で
一
理
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
い
か
に
も
漢
文
訓
読
ら
し
い
響
き

の
「
然し

か

り
而し
か

う
し
て
」
も
軽
々
に
は
捨
て
難
い
と
い
う
の
が
率
直
な
と
こ
ろ
で
す
。

ⅱ
従
属
接
続
詞

　

漢
文
の
従
属
接
続
詞
に
は
、
英
語
〈if

〉
に
等
し
い
「
若も
シ

」「
如も
シ

」「
苟い
や
シ
ク
モ」、

〈even 
if

〉
に
相
当
す
る
「
縦た
と
ヒ」、〈although, 

though

〉
に
当
た
る
「
雖い
へ
ど
モ」、

〈each tim
e, every tim

e, w
henever

〉
と
類
義
の
「
毎ご
と
ニ」

な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、

φ

　

１２８
駝　
ノ

所
巴

種
樹　
シ

或　
イ
ハ

遷
徙　
ス
ル芭

無　
シ

覗

不　
ル
ハ巴

活　
キ

且　
ツ

碩
茂　
シ

、
蚤　
ク

実　
リ
テ

以　
テ

蕃　
ラ

馬

 

（〔
唐
〕
柳
宗
元
「
種
樹
橐
駝
伝
」）

駝だ

の
種し
ゆ

樹じ
ゆ

し
或あ
る

い
は
遷せ
ん

徙し

す
る
所と
こ
ろ、

活い

き
且か

つ
碩せ
き

茂も

し
、
蚤は
や

く
実み
の

り
て
以も
つ

て

蕃し
げ

ら
ざ
る
は
無な

し
。

　

１２９
方
六
七
十
如　

シ
ク
ハ

五
六
十
、
求
也
為　
ム
レ
バ覗

之　
ヲ

、
比
覗

及　
ブ

巴

三
年　
ニ

芭

可　
シ

覗

使　
ム

覗

足　
ラ

覗

民　
ヲ

。

 

（『
論
語
』
先
進
）

方ほ
う

六ろ
く

七し
ち

十じ
ふ

如も

し
く
は
五ご

六ろ
く

十じ
ふ

、
求き
う

や
之こ
れ

を
為を
さ

む
れ
ば
、
三さ
ん

年ね
ん

に
及お
よ

ぶ
比こ
ろ

、
民た
み

を
足た

ら
し
む
べ
し
。

　

１３０
時　

ニ

有　
レ
ド
モ

巴

軍
役
若　
シ
ク
ハ

水
旱
芭

民
不
巴

困
乏　
セ

馬

（『
漢
書
』
食
貨
志
）

　
　
　

時と
き

に
軍ぐ
ん

役え
き

若も

し
く
は
水す
い

旱か
ん

有あ

れ
ど
も
、
民た
み

困こ
ん

乏ば
ふ

せ
ず
。

　
「
或
」
が
連
用
さ
れ
て
「
或あ
る
イ
ハ…
…
或あ
る
イ
ハ…
…
」
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

は
接
続
詞
で
は
な
く
、
英
語
の
〈som

e..., 
others

﹇som
e

﹈...

〉
に
似
た
相
関
表
現

と
考
え
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

１３１
今
之
刑
賞
、
或　
イ
ハ

由　
リ

巴

喜
怒　
ニ

芭

或　
イ
ハ

出　
ヅ

巴

好
悪　
ヨ
リ馬

（『
新
唐
書
』
魏
徴
伝
）

　
　
　

今い
ま

の
刑け
い

賞し
や
う、

或あ
る

い
は
喜き

怒ど

に
由よ

り
、
或あ
る

い
は
好か
う

悪を

よ
り
出い

づ
。

　

残
る
等
位
接
続
詞
は
、
英
語
の
接
続
詞
〈but

〉
ま
た
は
副
詞
〈how

ever, nev-
ertheless

〉
に
当
た
る
逆
接
の
「
然
」「
而
」「
然
而
」
な
ど
で
す
が
、
一
字
か
ら

成
る
前
二
者
は
、
と
り
わ
け
読
み
方
が
不
安
定
で
あ
る
こ
と
を
承
知
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

　

１３２
然　

レ
ド
モ・

然　
ル
ニ・

然　
モ

・
然　
ル
ヲ

　

＝
然し
か

れ
ど
も
・
然し
か

る
に
・
然し
か

も
・
然し
か

る
を

　

１３３
而　

レ
ド
モ・

而　
ル
ニ・

而　
モ

・
而　
ル
ヲ

　

＝
而し
か

れ
ど
も
・
而し
か

る
に
・
而し
か

も
・
而し
か

る
を
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少
し
注
意
し
て
お
く
べ
き
は
、
１４０
の
「
雖　
モ

」
で
す
。
ふ
つ
う
「
雖　
モ

」
は
１４１
の
ご
と

く
逆
接
の
仮
定
条
件
「
た
と
え
〜
と
し
て
も
」
を
表
し
ま
す
が
、
１４０
の
よ
う
に

「
雖　

モ

」
が
主
語
（
こ
こ
で
は
「
回
」）
の
下
に
記
さ
れ
る
と
、
逆
接
の
確
定
条
件
「
事

実
〜
で
は
あ
る
が
」
を
表
す
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
つ
ま
り
、
１４０
は
「
私
〈
回
〉
は

実
際
〈
不
敏
〉
で
は
あ
り
ま
す
が
」
と
い
う
意
味
合
い
に
な
り
ま
す
。
念
の
た
め
、

同
じ
く
逆
接
の
確
定
条
件
を
表
す
「
雖　

モ

」
の
例
を
、
も
う
一
つ
挙
げ
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
１３９
の
直
前
に
出
て
く
る
一
文
で
す
。

１４３
江
東
雖　

モ
覗

小　
ナ
リ
ト、
地
方
千
里
、
衆
数
十
万
人
、
亦　
タ

足　
ル

覗

王　
タ
ル
ニ

也
。

 

（『
史
記
』
項
羽
本
紀
）

江か
う

東と
う

小せ
う

な
り
と
雖い
へ
ども

、
地ち

方は
う

千せ
ん

里り

、
衆し
ゆ
う

数す
う

十じ
ふ

万ま
ん

人に
ん

、
亦ま

た
王わ
う

た
る
に
足た

る

な
り
。

　

こ
の
「
雖　
モ

」
も
主
語
「
江
東
」
の
下
に
あ
り
ま
す
の
で
、
逆
接
の
確
定
条
件
を
表

し
、「
江
東
雖　

モ
覗

小　
ナ
リ
ト」

は
「〈
江
東
〉
は
、
た
し
か
に
狭
い
土
地
で
は
あ
る
け
れ
ど

も
」
の
意
味
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
主
語
と
「
雖　

モ

」
の
位
置
関
係
は
、
常
に
意

識
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
）
₁₃
（

う
。
１３８
お
よ
び
１３９
か
ら
察
せ
ら
れ
る
と
お
り
、

「
縦　

ヒ

」
は
主
語
の
上
に
あ
っ
て
も
下
に
あ
っ
て
も
、
逆
接
の
仮
定
条
件
「
た
と
え
〜

と
し
て
も
」
の
意
味
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
漢
文
の
従
属
接
続
詞
に
は
、
警
戒
を
要
す
る
一
語
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
「
使
」
で
す
。
見
た
と
た
ん
、「
使
」
は
使
役
動
詞
で
は
な
い
か
、
と
思
う
向
き

も
多
い
で
し
ょ
う
。
た
し
か
に
「
使
」
は
、
英
語
の
使
役
動
詞
〈m

ake

〉
が
作
る

構
文
〈m

ake som
eone do

〉
と
同
じ
く
、「
使
（
人
）
Ｖ
」
な
る
語
構
成
を
取
り
、

「
使し

ム
巴

（
人　
ヲ
シ
テ

）
Ｖ　
セ

蚤

」（（
人
）
を
し
て
Ｖ
せ
し
む
）
と
訓
読
す
る
の
が
定
石
で
す
。

け
れ
ど
も
、
漢
文
で
は
、
そ
の
「
使
」
が
、
英
語
〈if

〉
に
相
当
す
る
仮
定
の
従
属

「
若も
シ

」「
如も
シ

」「
苟い
や
シ
ク
モ」

や
「
縦た
と
ヒ」

が
返
り
点
を
要
求
し
な
い
一
方
、「
雖い
へ
ど
モ」

や
「
毎ご
と
ニ」

は
返
り
点
で
下
か
ら
返
っ
て
読
む
必
要
が
生
じ
ま
す
。
と
は
い
え
、
い
ず
れ
も
読
み

方
さ
え
心
得
て
お
け
ば
、
解
釈
に
戸
惑
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

１３５
如シ

有　
ラ
バ巴

王
者
芭

必　
ズ

世　
ニ
シ
テ

而　
ル

後　
ニ

仁　
ナ
ラ
ン。（『

論
語
』
子
路
）　

＊
世
＝
三
十
年
。

　
　
　

如も

し
王わ
う

者じ
や

有あ

ら
ば
、
必か
な
らず

世よ

に
し
て
而し
か

る
後の
ち

に
仁じ
ん

な
ら
ん
。

　

１３６
若　

シ

孔
子
主　
ト
セ
バ

把

癰
疽　
ト

与と
ヲ

巴

侍
人
瘠
環
芭

何　
ヲ

以　
テ

為　
サ
ン
ヤ

巴

孔
子　
ト

蚤

⁉
（『
孟
子
』
万
章
上
）

若も

し
孔こ
う

子し

癰よ
う

疽そ

と
侍じ

人じ
ん

瘠せ
き

環く
わ
んと
を
主あ
る
じと
せ
ば
、
何な
に

を
以も
つ

て
孔こ
う

子し

と
為な

さ
ん

や
⁉

　

１３７
丘
也や

幸　
ヒ
ナ
リ。

苟　
シ
ク
モ

有　
ラ
バ覗

過　
チ

、
人
必　
ズ

知　
ラ
シ
ム覗

之　
ヲ

。（『
論
語
』
述
而
）

＊
丘
＝
孔
子
の
自
称
。

　
　
　

丘き
う

や
幸さ
い
はひ

な
り
。
苟い
や

し
く
も
過あ
や
まち

有あ

ら
ば
、
人ひ
と

必か
な
らず

之こ
れ

を
知し

ら
し
む
。

　

１３８
予
縦　

ヒ

不　
ト
モ覗

得
巴

大
喪　
ヲ

芭

予
死　
セ
ン巴

於
道
路　
ニ

蚤

乎や

⁉
（『
論
語
』
子
罕
）

　
　
　

予よ

縦た
と

ひ
大た
い

喪さ
う

を
得え

ず
と
も
、
予よ

道だ
う

路ろ

に
死し

せ
ん
や
⁉

１３９
縦　

ヒ

江
東　
ノ

父
兄
憐　
レ
ミ
テ

而
王　
ト
ス
ト
モ覗

我　
ヲ

、
我
何　
ノ

面
目　
ア
リ
テ
カ

見　
ン

覗

之　
ヲ

⁉

 

（『
史
記
』
項
羽
本
紀
）

縦た
と

ひ
江か
う

東と
う

の
父ふ

兄け
い

憐あ
は

れ
み
て
我わ
れ

を
王わ
う

と
す
と
も
、
我わ
れ

何な
ん

の
面め
ん

目ぼ
く

あ
り
て
か

之こ
れ

を
見み

ん
⁉

　

１４０
回
雖　

モ
巴

不
敏　
ナ
リ
ト

芭

請　
フ

事　
ト
セ
ン

巴

斯　
ノ

語　
ヲ

蚤

矣
。（『
論
語
』
顔
淵
）　

＊
回
＝
顔
回
の
自
称
。

　
　
　

回く
わ
い

不ふ

敏び
ん

な
り
と
雖い
へ
ども
、
請こ

ふ
斯こ

の
語ご

を
事こ
と

と
せ
ん
。

　

１４１
其　

ノ

身
不　
レ
バ覗

正　
シ
カ
ラ、

雖　
モ

覗

令　
ス
ト

不
覗

従　
ハ

。（『
論
語
』
子
路
）

　
　
　

其そ

の
身み

正た
だ

し
か
ら
ざ
れ
ば
、
令れ
い

す
と
雖い
へ
ども

従し
た
がは

ず
。

　

１４２
毎　

ニ
把

漢　
ノ

使　
ヒ

入　
ル

巴

匈
奴　
ニ

芭

匈
奴
輒　
チ

報
償　
ス

。（『
史
記
』
匈
奴
列
伝
）

　
　
　

漢か
ん

の
使つ
か

ひ
匈き
よ

奴う
ど

に
入い

る
ご
と
に
、
匈き
よ

奴う
ど

輒す
な
はち
報は
う

償し
や
うす
。

φ

φ

φ
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漢
文
訓
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〔
中
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田
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介

　

ど
う
見
て
も
、
こ
の
１４７
の
ほ
う
が
、
使
役
も
ど
き
の
１４６
よ
り
も
、
す
っ
き
り
し
た

印
象
で
、
意
味
も
わ
か
り
や
す
い
の
で
す
が
、
伝
統
的
に
は
１４５
式
の
訓
法
の
ほ
う
が

優
勢
で
す
。

　

も
っ
と
も
、
使
役
に
聞
こ
え
て
紛
ら
わ
し
い
と
は
い
え
、
伝
統
的
な
１４５
の
読
み
方

に
救
わ
れ
る
場
面
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
仮
定
の
う
え
に
、
さ
ら
に
仮
定
が
重
な

っ
て
現
れ
る
場
面
で
、
訓
読
に
変
化
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。

　

１４８
如　

シ

有　
リ
ト
モ

巴

周
公
之
才
之
美
芭

使　
メ
バ巴

驕
且　
ツ

吝　
ナ
ラ芭

其　
ノ

餘　
ハ

不　
ル

覗

足　
ラ

覗

観　
ル
ニ

也の

已み

。

 

（『
論
語
』
泰
伯
）

如も

し
周し
う

公こ
う

の
才さ
い

の
美び

有あ

り
と
も
、
驕け
う

且か

つ
吝り
ん

な
ら
し
め
ば
、
其そ

の
餘よ

は
観み

る

に
足た

ら
ざ
る
の
み
。

　

こ
こ
で
は
、
１４５
「
使し
メ
バ巴

Ｓ　
ヲ
シ
テ

Ｖ　
セ

蚤

」
の
〈
Ｓ
〉
が
省
略
さ
れ
、
同
じ
く
述
語
と
し
て

〈
Ｖ
〉
で
は
な
く
、
二
つ
の
補
語
「
驕
」
と
「
吝
」
が
「
且
」
で
並
列
さ
れ
て
い
ま

す
。
冒
頭
の
「
如
」
は
、「
た
と
え
〜
で
も
」
の
意
。
英
語
〈if

〉
が
そ
の
ま
ま

〈even 
if

〉
の
意
味
に
も
な
る
こ
と
を
想
え
ば
、
こ
の
意
味
変
化
は
、
そ
れ
ほ
ど
不

思
議
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
中
途
の
「
使
」
は
「
も
し
〜
だ
と
す
れ
ば
」
の
意
で
す
。

つ
ま
り
、
こ
の
一
文
で
は
仮
定
を
表
す
二
つ
の
語
「
如
」
と
「
使
」
が
重
な
っ
て
い

る
わ
け
で
す
。
こ
の
「
使
」
を
１４４
式
に
「
使も

シ

」
と
訓
ず
る
と
、
上
文
の
「
如も
シ

」
と
言

葉
が
重
複
し
て
し
ま
い
、
誤
り
で
は
な
い
も
の
の
、
今
一
つ
気
の
利
か
ぬ
響
き
に
な

っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
冒
頭
の
「
如
」
を
「
如た

と
ヒ」

と
訓
じ
て
重
複
を
避
け
る
手
も

あ
り
ま
す
が
、「
如
」
を
「
た
と
ひ
」
と
読
む
の
は
、
か
な
り
変
則
的
な
読
み
方
で

す
の
で
、
い
さ
さ
か
た
め
ら
わ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、「
使
」
を
右
の
よ
う
に
１４５
式
に

読
め
ば
、「
も
し
」
の
重
複
を
回
避
で
き
る
う
え
、
伝
統
に
も
か
な
っ
た
訓
読
で
す

接
続
詞
に
も
な
る
の
で
す
。
し
か
も
、
そ
の
訓
読
は
、
あ
っ
さ
り
「
使も
シ

」（
も
し
）

と
訓
じ
て
も
差
し
支
え
な
い
も
の
の
、
伝
統
的
に
は
、
使
役
の
訓
法
を
そ
の
ま
ま
転

用
し
、
あ
た
か
も
使
役
の
よ
う
に
「
使し

メ
バ巴

（
人　
ヲ
シ
テ

）
Ｖ　
セ

蚤

」（（
人
）
を
し
て
Ｖ
せ
し
め

ば
）
と
読
む
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
要
す
る
に
、
左
に
掲
げ
る
１４４
と
１４５
は
、

読
み
方
こ
そ
異
な
れ
、
仮
定
の
従
属
節
と
し
て
の
意
味
は
ま
っ
た
く
同
一
だ
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

１４４
使も

シ

Ｓ
Ｖ　
セ
バ
　
　
　

使も

し
Ｓ
Ｖ
せ
ば　
　
　

＝
も
し
Ｓ
が
Ｖ
し
た
と
す
れ
ば

　

１４５
使し

メ
バ巴

Ｓ　
ヲ
シ
テ

Ｖ　
セ

蚤　

Ｓ
を
し
て
Ｖ
せ
し
め
ば
＝　

同
右

　

１４５
の
よ
う
な
読
み
方
で
す
と
、
つ
い
使
役
の
言
い
回
し
に
つ
ら
れ
て
、
す
ぐ
「
Ｓ

に
Ｖ
さ
せ
た
な
ら
ば
」
と
解
釈
し
た
く
な
り
ま
す
が
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
１４４

と
同
じ
く
「
も
し
Ｓ
が
Ｖ
し
た
と
す
れ
ば
」
の
意
に
理
解
す
る
の
が
基
本
で
す
。

　

１４６
使　
メ
バ巴

武
安
侯　
ヲ
シ
テ

　

在　
ラ

蚤

者
、
族　
セ
ン

矣
！
（『
史
記
』
魏
其
武
安
侯
列
伝
）

　
　
　
　

＊
族
＝
一
族
を
皆
殺
し
の
刑
に
処
す
。

　
　
　

武ぶ

安あ
ん

侯こ
う

を
し
て
在あ

ら
し
め
ば
、
族ぞ
く

せ
ん
！

　

こ
れ
は
１４５
式
の
訓
読
で
す
。「
も
し
武
安
侯
が
ま
だ
生
き
て
い
た
ら
、
一
族
も
ろ

と
も
皆
殺
し
の
刑
に
し
て
や
る
と
こ
ろ
だ
」
と
い
う
物
騒
な
発
言
で
す
が
、
す
で
に

武
安
侯
は
死
ん
で
い
る
の
で
、
英
語
な
ら
ば
仮
定
法
す
な
わ
ち
反
実
仮
想
法
を
用
い

る
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。
１４４
式
の
訓
法
を
採
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

１４７
使　

シ

武
安
侯
在　
ラ
バ

者
、
族　
セ
ン

矣
！

　
　
　

使も

し
武ぶ

安あ
ん

侯こ
う

在あ

ら
ば
、
族ぞ
く

せ
ん
！

φ

φ

φ

φ
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１５１
使　
メ
バ巴

民　
ヲ
シ
テ

衣
食　
ニ

有　
ラ

蝿

餘
、
自　
ヅ
カ
ラ

不　
ラ
ン覗

為　
サ

覗

盗　
ヲ

。

 

（『
十
八
史
略
』
巻
五
「
唐
」
太
宗
文
武
皇
帝
）

　
　
　

民た
み

を
し
て
衣い
し

食よ
く

に
餘
あ
ま
り

有あ

ら
し
め
ば
、
自お
の

づ
か
ら
盗た
う

を
為な

さ
ざ
ら
ん
。

　
「
使
」
を
「
使　
メ
バ」（

し
め
ば
）
と
訓
じ
て
い
る
の
で
、
一
瞬
「
使　
シ

」（
も
し
）
と
も

読
め
る
仮
定
の
「
使
」
と
速
断
し
が
ち
で
す
が
、
こ
の
上
文
は
仮
定
・
条
件
「
民
衆

に
対
し
て
日
常
生
活
に
十
分
な
余
裕
を
与
え
て
や
れ
ば
」
を
表
し
、
そ
の
結
果
・
帰

結
を
下
文
「
自
然
に
盗
み
を
働
か
な
く
な
る
だ
ろ
う
」
が
表
し
て
い
る
の
で
、
こ
の

「
使
」
は
、
あ
く
ま
で
使
役
の
「
使　

ム

」（
し
む
）、
そ
れ
が
仮
定
・
条
件
を
表
す
た
め

に
、
た
ま
た
ま
「
使　

メ
バ」（

し
め
ば
）
と
訓
読
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
の
が
適
切
で
し

ょ
う
。

　

以
上
の
ご
と
く
、
従
属
接
続
詞
「
使
」
を
用
い
た
字
句
に
は
、
仮
定
な
の
か
使
役

な
の
か
、
な
か
な
か
面
倒
な
問
題
が
か
ら
ま
り
ま
す
。
と
な
れ
ば
、
１４４
の
よ
う
に

「
使　

シ

」（
も
し
）
と
訓
ず
る
と
仮
定
の
意
味
に
限
定
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
、
取
り
あ
え

ず
１４５
の
ご
と
く
使
役
も
ど
き
に
「
使　

メ
バ」（

し
め
ば
）
と
読
ん
で
お
く
ほ
う
が
無
難
で

も
あ
る
わ
け
で
す
。
仮
定
と
使
役
を
両
天
秤
に
掛
け
た
ご
ま
か
し

4

4

4

4

と
言
え
ば
ご
ま
か

4

4

4

し4

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
も
漢
文
訓
読
に
お
け
る
実
際
知
の
一
つ
と
見
な
せ
る

で
し
ょ
う
。⑨

間
投
詞
（
感
嘆
詞
）

　

漢
文
の
間
投
詞
に
は
、「
已や
ン
ヌ
ル

矣か

乎な

」
や
「
不ざ
リ
キ覗

図は
か
ラ」「

不ざ
リ
キ覗

意お
も
ハ」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

「
已や

ん
ぬ
る
か
な
」
は
「
も
う
お
し
ま
い
だ
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
」
意
の
嘆
き
を
、

「
図は

か

ら
ざ
り
き
」「
意お
も

は
ざ
り
き
」
は
「
ま
さ
か
〜
と
は
思
わ
な
か
っ
た
、
よ
も
や
〜

と
は
予
想
も
し
な
か
っ
た
」
意
の
驚
き
を
表
し
ま
す
。

の
で
、
ま
ず
は
一ひ

と

安
心
と
な
る
わ
け
で
す
。
１４４
と
１４５
の
二
刀
流
は
、
臨
機
応
変
、
な

か
な
か
役
に
立
つ
か
と
思
い
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　

む
ろ
ん
、
右
の
説
明
か
ら
は
、
一
つ
重
要
な
こ
と
が
抜
け
落
ち
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
、
使
役
の
「
使
」
を
用
い
た
字
句
が
従
属
節
と
し
て
仮
定
を
表
す
場
合
、
つ
ま
り

「
も
し
〜
に
…
さ
せ
た
な
ら
ば
」
の
意
味
に
な
る
場
合
で
す
。
こ
れ
を
理
解
す
る
に

は
、
漢
文
が
本
来
的
に
有
す
る
次
の
よ
う
な
性
質
を
念
頭
に
置
い
て
お
か
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

１４９
文
1
（
＝
条
件
・
仮
定
、
原
因
・
理
由
）、
文
2
（
＝
結
果
、
帰
結
）。

　

漢
文
で
は
、
特
に
条
件
・
仮
定
ま
た
は
原
因
・
理
由
を
表
す
言
葉
が
な
く
と
も
、

単
に
二
つ
の
文
を
並
べ
た
だ
け
で
、
上
文
＝
文
1
が
条
件
・
仮
定
ま
た
は
原
因
・
理

由
を
、
下
文
＝
文
2
が
そ
の
結
果
ま
た
は
帰
結
を
表
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
左

の
例
を
見
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
論
理
関
係
が
容
易
に
察
せ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

１５０
慎　

ミ
覗

終　
ハ
リ
ヲ

追　
ヘ
バ覗

遠　
キ
ヲ、
民　
ノ

徳
帰　
ス

覗

厚　
キ
ニ

矣
。（『
論
語
』
学
而
）

　
　
　

終を

は
り
を
慎つ
つ
しみ

遠と
ほ

き
を
追お

へ
ば
、
民た
み

の
徳と
く

厚あ
つ

き
に
帰き

す
。

　

上
文
「
慎
終
追
遠
」
に
条
件
・
仮
定
を
表
す
字
句
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
。
け
れ
ど

も
、
そ
の
末
尾
を
「
追　
ヘ
バ」（
追
へ
ば
）
と
訓
じ
、
下
文
「
民
徳
帰
厚
矣
」
に
結
び
つ

け
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
訓
読
が
可
能
と
な
る
の
は
、
１４９
の
よ
う
な
漢
文
の
性
質

を
前
提
と
し
て
い
れ
ば
こ
そ
の
話
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
上
文
に
使

役
「
使
」
を
用
い
た
文
が
入
れ
ば
、
そ
れ
を
仮
定
・
条
件
と
し
て
下
文
に
結
び
つ
け

る
場
面
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 φ
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漢
文
訓
読
の
初
期
条
件
（
初
稿
）　
〔
中
〕　　
　

古
田
島
洋
介

と
。

　

１５６
嗚
呼
！

曾　
チ

謂　
ヘ
ル巴

泰
山　
ヲ

不　
ト

蝿

如　
カ

巴

林
放　
ニ

蚤

乎か

？
（『
論
語
』
八
佾
）

　
　
　

嗚あ

呼あ

！

曾す
な
はち

泰た
い

山ざ
ん

を
林り
ん

放ぱ
う

に
如し

か
ず
と
謂お
も

へ
る
か
？

　

場
合
に
よ
っ
て
は
、
嘆
声
が
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

１５７
嗚
呼
！

噫
嘻
！

我
知　
レ
リ覗

之　
ヲ

矣
。（〔
宋
〕
蘇
軾
「
後
赤
壁
賦
」）

　
　
　

嗚あ

呼あ

！

噫あ

嘻あ

！

我わ
れ

之こ
れ

を
知し

れ
り
。

　

人
の
発
す
る
嘆
声
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
音
が
あ
る
は
ず
で
す
が
、
す
べ
て
「
あ

あ
」
一
語
で
処
理
し
て
し
ま
う
漢
文
訓
読
は
、
好
く
言
え
ば
統
一
的
な
能
率
主
義
、

悪
く
言
え
ば
十じ

つ

把ぱ

一ひ
と

絡か
ら

げ
の
型
押
し
主
義
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

⑩
句
末
助
詞
・
文
末
助
詞

　

漢
文
で
は
、
句
末
や
文
末
に
助
詞
を
添
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
孤
立

語
た
る
古
典
中
国
語
が
持
つ
膠
着
語
的
な
性
質
で
す
の
で
、
膠
着
語
た
る
日
本
語
に

と
っ
て
処
理
し
や
す
い
語
だ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

句
末
助
詞
の
代
表
は
、「
也
」「
者
」「
哉
」「
乎
」
な
ど
で
す
。
こ
の
種
の
助
詞
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
語
気
・
機
能
を
持
ち
ま
す
の
で
、
主
要
な
働
き
を
説
明
す
る
だ
け
に
と

ど
め
ま
す
。

　
「
也
」
は
、
通
例
「
也や

」
と
読
み
、
一
瞬
の
停て
い

頓と
ん

を
生
じ
て
、
上
の
語
句
を
提
示

す
る
機
能
を
発
揮
し
ま
す
。

　

１５８
子
之
哭　
ス
ル

也や

、
壱　
ニ

似　
タ
リ巴

重　
ネ
テ

有　
ル

覗

憂　
ヘ

者　
ニ

馬

（『
礼
記
』
檀
弓
下
）

φ

　

１５２
已　
ン
ヌ
ル

矣か

乎な

！

吾
未　
ダ

覗

見
巴

好　
ム
コ
ト覗

徳　
ヲ

如　
ク
ナ
ル覗

好　
ム
ガ覗

色　
ヲ

者　
ヲ

蚤

也
。（『
論
語
』
衛
霊
公
）

已や

ん
ぬ
る
か
な
！

吾わ
れ

未い
ま

だ
徳と
く

を
好こ
の

む
こ
と
色い
ろ

を
好こ
の

む
が
如ご
と

く
な
る
者も
の

を

見み

ざ
る
な
り
。

　

１５３
不ざ

リ
キ覗

図は
か
ラ、
為　
ル
コ
ト覗

楽　
ヲ

之
至　
ラ
ン
ト
ハ

巴

於
斯　
ニ

蚤

也
！
（『
論
語
』
述
而
）

　
　
　

図は
か

ら
ざ
り
き
、
楽が
く

を
為つ
く

る
こ
と
の
斯こ
こ

に
至い
た

ら
ん
と
は
！

　

１５４
賈
、
不ざ

リ
キ覗

意お
も
ハ、
君
能　
ク

自　
ラ

致　
サ
ン
ト
ハ

巴

於
青
雲
之
上　
ヲ

蚤

！
（『
史
記
』
范
雎
蔡
沢
列
伝
）

　
　
　
　

＊
賈
＝
須す

賈か

の
自
称
。

　
　
　

賈か

、
意お
も

は
ざ
り
き
、
君き
み

能よ

く
自み
づ
から

青せ
い

雲う
ん

の
上う
へ

を
致い
た

さ
ん
と
は
！

　

た
だ
し
、
間
投
詞
の
代
表
と
言
え
ば
、
や
は
り
嘆
声
を
表
す
「
あ
あ
」
で
し
ょ
う
。

英
語
の
嘆
声
な
ら
ば
、〈A

h!

〉
は
「
あ
あ
」、〈O

h!
〉
は
「
お
お
」
く
ら
い
に
訳
し

分
け
た
り
も
す
る
で
し
ょ
う
が
、
面
白
い
こ
と
に
、
漢
文
で
は
、
一
字
の
「
噫
」
も

「
嗟
」
も
「
嘻
」
も
、
そ
し
て
二
字
の
「
噫
嘻
」
も
「
嗟
乎
」
も
「
嗚
呼
」
も
、
こ

と
ご
と
く
「
あ
あ
」
一
本
槍
で
済
ま
せ
て
し
ま
う
の
で
す
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

中
国
語
と
し
て
は
、
字
種
や
字
数
が
異
な
れ
ば
、
発
音
も
異
な
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
現
代
中
国
語
音
を
片
仮
名
書
き
の
近
似
音
で
示
す
と
、「
噫
」
はyi ¹
「
イ
ー
」、

「
嗟
」
はjie ¹

「
チ
エ
」、「
嘻
」
はxi ¹

「
シ
ー
」
と
な
り
、「
噫
嘻
」
はyi ¹xi ¹
「
イ

ー
シ
ー
」、「
嗟
乎
」
はjie ¹hu ¹

「
チ
エ
フ
ー
」、「
嗚
呼
」
はw

u ¹hu ¹

「
ウ
ー
フ

ー
」
で
す
。
し
か
し
、
漢
文
訓
読
で
は
、
そ
う
し
た
発
音
の
違
い
は
不
問
に
付
し
、

す
べ
て
一
律
に
「
あ
あ
」
と
読
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
一
字
と
二
字
の
例
を
一
つ
ず
つ

挙
げ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

１５５
顔
淵
死　

ス

。
子
曰　
ク

「
噫
！

天
喪　
ボ
セ
リ覗

予　
ヲ

、
天
喪　
ボ
セ
リ
ト覗

予　
ヲ

」。（『
論
語
』
先
進
）

顔が
ん

淵え
ん

死し

す
。
子し

曰い
は

く
「
噫あ
あ

！

天て
ん

予よ

を
喪ほ
ろ

ぼ
せ
り
、
天て
ん

予よ

を
喪ほ
ろ

ぼ
せ
り
」

　
ル

φ

φ

φ
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と
当
て
込
ん
で
い
る
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
漢
文
の
「
也
」
は
、
説
明
・
判
断
を
表
す
文

末
に
置
か
れ
る
助
詞
で
、
１５９
で
見
た
主
語
に
関
す
る
説
明
・
判
断
を
引
き
出
す

「
者
」
と
相
性
が
良
く
、
実
際
１５９
の
よ
う
に
、
し
ば
し
ば
「
Ｓ
者
〜
也
」
の
形
式
で

多
用
さ
れ
ま
す
。
も
っ
と
も
、「
者
」
と
「
也
」
が
相
関
語
句
と
し
て
常
に
上
下
で

呼
応
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
ど
ち
ら
か
一
つ
が
省
略
さ
れ
る
こ
と
も
珍
し
く
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
は
、
漢
文
の
相
関
語
句
に
見
ら
れ
る
著
し
い
特
徴
で
す
。

　

１６２
辞
譲
之
心　

ハ

、
礼
之
端
也
。
是
非
之
心　
ハ

、
智
之
端
也
。（『
孟
子
』
公
孫
丑
上
）

　
　
　

辞じ
じ

譲や
う

の
心こ
こ
ろは
、
礼れ
い

の
端た
ん

な
り
。
是ぜ

非ひ

の
心こ
こ
ろは
、
智ち

の
端た
ん

な
り
。

　
「
乎
」
は
、「
乎か

」
と
読
ん
で
疑
問
を
、「
乎や

」
と
訓
じ
て
反
語
を
表
す
の
が
基
本

で
す
。「
邪
」「
耶
」
も
同
じ
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。

　

１６３
可　
キ

覗

謂　
フ

覗

仁　
ト

乎か

？
（『
論
語
』
雍
也
）

　
　
　

仁じ
ん

と
謂い

ふ
べ
き
か
？

　

１６４
法
語
之
言　

ハ

、
能　
ク

無　
カ
ラ
ン覗

従　
フ
コ
ト

乎や

⁉
（『
論
語
』
子
罕
）

　
　
　

法は
ふ

語ご

の
言げ
ん

は
、
能よ

く
従し
た
がふ

こ
と
無な

か
ら
ん
や
⁉

　
「
矣
」
は
、
完
了
を
表
し
た
り
、
断
言
の
語
気
を
表
し
た
り
し
ま
す
が
、
大
半
の

「
矣
」
は
置
き
字
と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
。
完
了
の
典
型
は
、
74
の
よ
う
に
相
関
語
句

「
已　

ニ

…
…
矣
」
を
用
い
る
形
式
で
、
完
了
の
助
動
詞
「
り
」
を
添
え
て
訓
読
す
る
こ

と
が
好
ま
れ
ま
す
が
、
副
詞
「
已　

ニ

」
が
記
さ
れ
て
い
な
い
場
合
も
多
い
の
で
、
決
め

つ
け
は
禁
物
で
す
。「
矣
」
が
断
言
の
語
気
を
表
す
場
合
、
特
別
な
措
置
は
講
じ
ら

れ
ま
せ
ん
。
次
の
「
焉
」
に
関
す
る
説
明
と
の
関
係
上
、
断
言
の
「
矣
」
に
つ
い
て

は
１５０
を
再
掲
し
て
お
き
ま
す
。

　
　
　

子し

の
哭こ
く

す
る
や
、
壱い
つ

に
重か
さ

ね
て
憂う
れ

へ
有あ

る
者も
の

に
似に

た
り
。

　
「
者
」
は
、
主
語
に
付
い
て
、
主
語
に
関
す
る
説
明
・
判
断
を
引
き
出
し
ま
す
。

た
だ
し
、
訓
法
は
不
安
定
で
、「
者も
の

」
と
読
ん
で
「
Ｓ　
ト
イ
フ

者も
の
ハ」「

Ｓ　
ナ
ル

者も
の
ハ」
と
し
た
り
、

ま
た
、
単
に
「
Ｓ
者は

」
と
読
ん
だ
り
、「
者
」
を
置
き
字
に
し
て
「
Ｓ　
ハ

者
」
と
訓
じ

た
り
も
し
ま
す
。
今
、
最
後
の
方
式
を
採
っ
て
訓
読
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

１５９
扁
鵲　
ハ

者
、
勃
海
郡　
鄭　
ノ

人
也
。（『
史
記
』
扁
鵲
倉
公
列
伝
）

　
　
　

扁へ
ん

鵲じ
や
くは
、
勃ぼ
つ

海か
い

郡ぐ
ん

鄭て
い

の
人ひ
と

な
り
。

　
「
哉
」
は
、
し
ば
し
ば
「
哉か
な

」
と
読
ん
で
、
感
嘆
文
に
用
い
ら
れ
ま
す
。
英
語
の

感
嘆
文
〔H

ow

＋
形
容
詞
〕
が
、
漢
文
で
は
〔
形
容
詞
＋
哉か
な

〕
に
な
る
と
思
っ
て

お
け
ば
宜
し
い
で
し
ょ
う
。「
乎
」
も
同
様
で
す
。
文
末
で
「
也
」
が
呼
応
し
て
い

る
と
き
は
、「
也な

り

」
で
は
な
く
、「
也や

」
と
読
み
ま
す
。

　

１６０
孝　
ナ
ル

哉
、
閔
子
騫
！
（『
論
語
』
先
進
）　

＊
閔
子
騫
＝
孔
子
の
門
人
。

　
　
　

孝か
う

な
る
か
な
、
閔び
ん

子し

騫け
ん

！

　

１６１
惜　

シ
イ

乎
、
夫
子
之
説　
ク

巴

君
子　
ヲ

蚤

也
！
（『
論
語
』
顔
淵
）

　
　
　

惜を

し
い
か
な
、
夫ふ
う

子し

の
君く
ん

子し

を
説と

く
や
！

　

文
末
助
詞
の
代
表
は
、「
也
」「
乎
」「
邪
」「
耶
」「
矣
」「
焉
」「
耳
」「
而
已
」
な

ど
で
す
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
主
た
る
働
き
だ
け
を
説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

文
末
の
「
也
」
は
、
右
の
よ
う
な
感
嘆
文
の
場
合
を
除
き
、
ふ
つ
う
「
也な

り

」
と
読

み
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
「
也
」
が
断
定
を
表
す
と
考
え
る
の
は
早
計
で
、
そ
れ
は
、

読
み
に
用
い
る
「
な
り
」
が
断
定
の
助
動
詞
だ
か
ら
「
也
」
も
断
定
の
意
味
だ
ろ
う

φ
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漢
文
訓
読
の
初
期
条
件
（
初
稿
）　
〔
中
〕　　
　

古
田
島
洋
介

「
已の
み

」「
已の

矣み

」「
也の

已み

」「
而の

已
矣み

」「
也の

已
矣み

」
な
ど
、「
の
み
」
と
読
む
字
句
は
、

一
〜
三
字
に
わ
た
り
、
甚
だ
変
化
に
富
む
の
が
実
態
で
す
。
一
〜
三
字
そ
れ
ぞ
れ
の

例
を
一
つ
ず
つ
挙
げ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

１６７
偃
之
言
、
是
也
。
前
言　

ハ

戯　
レ
シ覗

之　
ニ

耳の
み

。（『
論
語
』
陽
貨
）　

＊
偃
＝
子
游
。

　
　
　

偃え
ん

の
言げ
ん

、
是ぜ

な
り
。
前ぜ
ん

言げ
ん

は
之こ
れ

に
戯た
は
むれ
し
の
み
。

　

１６８
吾　

ノ

所
狽

以　
ハ

告　
グ
ル蝿

子　
ニ

、
若　
キ

覗

是　
ク
ノ

而の

已み

。（『
史
記
』
老
子
韓
非
列
伝
）

　
　
　

吾わ
れ

の
子し

に
告つ

ぐ
る
所ゆ
ゑ
ん以

は
、
是か

く
の
若ご
と

き
の
み
。

　

１６９
夫
子
之
道　

ハ

、
忠
恕
而の

已
矣み

。（『
論
語
』
里
仁
）

　
　
　

夫ふ
う

子し

の
道み
ち

は
、
忠ち
ゆ

恕う
じ
よの
み
。

　

以
上
、
英
語
の
品
詞
分
類
を
下
敷
き
と
し
つ
つ
、
漢
文
の
各
品
詞
に
つ
い
て
概
観

を
試
み
ま
し
た
。
⑩
句
末
助
詞
・
文
末
助
詞
だ
け
は
、
英
語
に
見
ら
れ
な
い
漢
文
独

自
の
品
詞
で
す
が
。

　

そ
れ
以
外
の
品
詞
お
よ
び
文
型
に
関
し
て
は
、
引
き
続
き
次
号
で
検
討
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

【
注
】

（
1
）　

餘
談
な
が
ら
、
英
語
の
〈
仮
定
法
〉
は
、
文
法
用
語
と
し
て
甚
だ
拙
い
名
称
で
、
文
語
文
法
に
お

け
る
推
量
の
助
動
詞
「
ま
し
」
が
持
つ
反
実
仮
想
の
意
味
を
取
り
来
た
っ
て
、〈
反
実
仮
想
法
〉
と

呼
ぶ
べ
き
だ
と
い
う
の
が
長
年
来
の
私
見
で
あ
る
。
実
際
、
さ
ほ
ど
英
語
力
の
高
く
な
い
大
学
生
は
、

〈
仮
定
法
〉
と
い
う
名
称
に
引
き
ず
ら
れ
、
“If it rains in the afternoon, I w

onʼt go to the 
party.

”の
よ
う
な
一
文
に
見
え
る
〈if

〉
節
「
も
し
午ひ
る

か
ら
雨
が
降
る
の
な
ら
」
を
も
仮
定
法
だ
と

誤
解
し
て
い
る
向
き
が
少
な
く
な
い
。
た
し
か
に
〈
仮
定
法
〉
と
名
づ
け
る
以
上
、
こ
う
し
た
仮
定

を
表
す
〈if

〉
節
を
〈
仮
定
法
〉
の
範
疇
に
入
れ
る
な
と
言
う
ほ
う
が
無
理
だ
ろ
う
。「
こ
の
〈if

〉

節
は
、
仮
定

0

0

で
は
な
く
、
条
件

0

0

の
表
現
だ
」
と
言
い
張
る
の
は
、
つ
ま
ら
ぬ
強
弁
で
あ
る
。
英
語
の

〈
仮
定

0

0

法
〉
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
〈
条
件

0

0

法
〉
に
相
当
す
る
の
だ
か
ら
。
と
に
か
く
英
語
の
〈
仮
定

　

１６５
由
也
升　
レ
リ覗

堂　
ニ

矣
。
未　
ダ

覗

入　
ラ

巴

於
室　
ニ

蚤

也
。（『
論
語
』
先
進
）　

＊
由
＝
子
路
。

　
　
　

由い
う

や
堂だ
う

に
升の
ぼ

れ
り
。
未い
ま

だ
室し
つ

に
入い

ら
ざ
る
な
り
。

　

１５０
慎　

ミ
覗

終　
ハ
リ
ヲ

追　
ヘ
バ覗

遠　
キ
ヲ、
民　
ノ

徳
帰　
ス

覗

厚　
キ
ニ

矣
。（
再
掲
／
『
論
語
』
学
而
）

　
　
　

終を

は
り
を
慎つ
つ
しみ
遠と
ほ

き
を
追お

へ
ば
、
民た
み

の
徳と
く

厚あ
つ

き
に
帰き

す
。

　
「
焉
」
は
、
甚
だ
厄
介
な
助
詞
で
、
表
す
意
味
合
い
は
文
字
ど
お
り
多
種
多
様
、

と
う
て
い
明
確
に
解
説
で
き
る
自
信
が
持
て
ま
せ
ん
。
情
け
な
い
な
が
ら
、「
た
い

て
い
は
置
き
字
に
な
り
ま
す
」
く
ら
い
の
説
明
し
か
で
き
な
い
の
が
実
情
で
）
₁₄
（
す
。
た

と
え
ば
、
左
の
用
例
を
見
て
く
だ
さ
い
。

　

１６６
一
日
克　
チ
テ覗

己　
ニ

復　
メ
バ覗

礼　
ヲ

、
天
下
帰　
ス

覗

仁　
ニ

焉
。（『
論
語
』
顔
淵
）　

＊
復
＝
履
。

　
　
　

一い
ち

日じ
つ

己お
の
れに
克か

ち
て
礼れ
い

を
復ふ

め
ば
、
天て
ん

下か

仁じ
ん

に
帰き

す
。

　

末
尾
の
「
天
下
帰　
ス

覗

仁　
ニ

焉
」
は
、
右
に
再
掲
し
た
ば
か
り
の
１５０
の
末
尾
「
民　
ノ

徳
帰　
ス

覗

厚　
キ
ニ

矣
」
と
よ
く
似
て
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
片
や
「
矣
」、
片
や
「
焉
」
と
記
さ
れ

て
お
り
、
果
た
し
て
「
焉
」
が
「
矣
」
と
同
じ
く
断
言
を
表
す
の
か
、
断
言
以
外
の

語
気
を
表
す
の
か
、
も
し
断
言
を
表
す
と
し
て
も
「
矣
」
と
「
焉
」
に
何
か
微
妙
な

違
い
が
あ
る
の
か
等
々
、
ど
う
に
も
お
手
上
げ
の
状
態
と
い
う
の
が
正
直
な
と
こ
ろ

で
す
。
私
見
で
は
、「
矣
」
は
ス
パ
ッ
と
言
い
切
る
よ
う
な
感
じ
の
断
言
、「
焉
」
は

グ
イ
ッ
と
念
押
し
す
る
よ
う
な
印
象
の
断
言
か
と
思
う
の
で
す
が
、「
ス
パ
ッ
」
だ

の
「
グ
イ
ッ
」
だ
の
で
は
説
明
に
な
ら
ぬ
と
言
わ
れ
れ
ば
、
そ
れ
ま
で
。
も
し
か
す

る
と
、
文
末
助
詞
「
焉
」
に
つ
い
て
は
、
気
に
し
す
ぎ
な
い
よ
う
に
す
る
の
が
最
善

の
策
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
「
耳の

み

」
や
「
而の

已み

」
は
、
限
定
・
強
調
を
表
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
も
「
爾の
み

」
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
八
号　

二
〇
二
〇
年

ま
に
「
夫　
ノ

人
之
為　
ニ

慟　
ス

」（
夫か

の
人ひ
と

の
為た
め

に
慟ど
う

す
）
と
訓
じ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
承
服
し
難
い
読
み
方

で
あ
る
。「
夫か

の
人ひ
と

の
為た
め

に
慟ど
う

す
」
な
ら
ば
、
語
順
は
「
為　
ニ

巴

夫　
ノ

人　
ノ

蚤

慟　
ス

」
で
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

「
夫
人
」
を
強
調
す
べ
く
、
単
に
前
置
詞
「
為
」
と
倒
置
し
た
の
で
あ
れ
ば
、「
夫
人
為
」
と
な
る
は

ず
で
、「
之
」
字
が
入
る
余
地
は
な
い
だ
ろ
う
。
按
ず
る
に
、
当
該
五
字
は
、「
為
夫
人
慟
」
の
名
詞

「
夫
人
」
と
前
置
詞
「
為
」
が
倒
置
さ
れ
、
そ
の
倒
置
の
標
識
と
し
て
「
之
」
字
が
加
え
ら
れ
た
も

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
今
「
夫か

の
人ひ
と

の
之こ
れ

為た
め

に
慟ど
う

す
」
と
読
ん
だ
の
は
、「
之
」
を
倒
置
の
標
識
と

解
し
て
の
訓
読
で
あ
る
。
倒
置
の
標
識
「
之こ
れ

」
は
同
じ
く
『
論
語
』
に
散
見
し
、
次
の
よ
う
な
例
が

あ
る
。

　

・
父
母　
ニ
ハ

唯　
ダ

其　
ノ

疾　
ヲ

之
憂　
フ
ル
ノ
ミ
。
（
為
政
）

　
　
　

父ふ

母ぼ

に
は
唯た

だ
其そ

の
疾や
ま
ひを
之こ
れ

憂う
れ

ふ
る
の
み
。

　

・
言　
ヲ

之
不　
ル
ハ覗

出　
ダ
サ、
恥　
ヅ
レ
バ

巴

身
之
不　
ル
ヲ蝿

逮　
バ

也
。（
里
仁
）

　
　
　

言げ
ん

を
之こ
れ

出い

だ
さ
ざ
る
は
、
身み

の
逮お
よ

ば
ざ
る
を
恥は

づ
れ
ば
な
り
。

　

・
何　
ゾ

必　
ズ
シ
モ

公
山
氏　
ニ

之
之　
カ
ン
ヤ

⁉
（
陽
貨
）

　
　
　

何な
ん

ぞ
必
ず
し
も
公こ
う

山ざ
ん

氏し

に
之こ
れ

之ゆ

か
ん
や
⁉

　

そ
れ
ぞ
れ
動
詞
「
憂う
れ
フ」「
出い
ダ
ス」「
之ゆ
ク

」
の
目
的
語
「
其　
ノ

疾
」「
言
」「
公
山
氏
」
を
強
調
す
べ
く
動
詞

の
上
方
に
置
い
た
結
果
、
そ
の
倒
置
を
表
す
標
識
と
し
て
「
之こ
れ

」
が
両
者
の
あ
い
だ
に
挿
入
さ
れ
て

い
る
。
差
し
当
た
り
、
問
題
の
「
夫　
ノ

人　
ノ

之こ
れ

為　
ニ

慟　
ス

」
も
右
に
同
様
の
語
構
成
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

た
だ
し
、「
差
し
当
た
り
」
と
言
う
の
は
、
右
の
三
例
が
す
べ
て
動
詞
と
目
的
語
が
倒
置
さ
れ
た

た
め
に
「
之こ
れ

」
が
現
れ
た
も
の
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
前
置
詞
と
名
詞
と
の
倒
置
で
は
な
い
か
ら
だ
。

も
し
倒
置
の
標
識
「
之こ
れ

」
が
正
置
〔
動
詞
＋
目
的
語
〕
↓
倒
置
〔
目
的
語
＋
「
之こ
れ

」
＋
動
詞
〕
に
限

っ
て
用
い
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
問
題
の
五
字
は
左
の
よ
う
に
訓
読
す
る
の
が
好
ま
し
い
の
か
も
し
れ

な
い
。

　
　

非　
ズ
シ
テ

巴

夫　
ノ

人　
ヲ

之
為　
ス
ニ蝿

慟　
ス
ル
ヲ、

而
誰　
ニ

為　
サ
ン

⁉

　
　
　

夫か

の
人ひ
と

を
之こ
れ

慟ど
う

す
る
を
為な

す
に
非あ
ら

ず
し
て
、
誰た
れ

に
為な

さ
ん
⁉

　

未
だ
明
確
な
結
論
に
は
達
し
て
い
な
い
が
、
右
に
当
面
の
考
察
を
記
し
て
後
考
を
俟ま

つ
。

（
11
）　
〔
梁
〕
皇
侃
『
論
語
義
疏
』
は
、
末
尾
に
「
慟
」
字
を
加
え
て
「
誰　
ガ

為　
ニ

慟　
セ
ン

⁉
」（
誰た

が
為た
め

に
慟ど
う

せ

ん
⁉
）
に
作
る
。

（
12
）　

明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
十
二
月
二
日
付
《
官
報
》no.6728

所
載
の
文
部
省
告
示
第
一
五

八
号
「
文
法
上
許
容
ス
ベ
キ
事
項
」
全
十
六
項
の
第
十
三
項
に
、「
語
句
ヲ
列
挙
ス
ル
場
合
ニ
用
ヰ

ル
て
に
を
は
ノ
「
ト
」
ハ
誤
解
ヲ
生
ゼ
ザ
ル
ト
キ
ニ
限
リ
最
終
ノ
語
句
ノ
下
ニ
之こ
れ

ヲ
省
ク
モ
妨
さ
ま
た
げナ

シ
」
と
あ
り
、
例
と
し
て
「
月
ト
花
」「
宗
教
ト
道
徳
ノ
関
係
」「
京
都
ト
神
戸
ト
長
崎
ヘ
行
ク
」
を

挙
げ
、
さ
ら
に
丁
寧
に
「
最
終
ノ
「
ト
」
ヲ
省
ク
ト
キ
ハ
誤
解
ヲ
生
ズ
ベ
キ
例
」
と
し
て
次
の
二
文

を
示
し
て
い
る
。

　

・
史
記
ト
漢
書
ト
ノ
列
伝
ヲ
読
ム
ベ
シ

φ

法
〉
は
、
即
刻
〈
反
実
仮
想
法
〉
と
呼
称
を
改
め
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
か
つ

て
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
の
牛
村
圭
教
授
と
話
を
し
た
と
き
に
も
、
ま
っ
た
く
意
見
を
同
じ

う
し
た
。

（
2
）　

吉
田
賢
抗
『
論
語
』（
明
治
書
院
《
新
釈
漢
文
大
系
》、
一
九
六
〇
年
）
二
八
八
〜
二
八
九
頁
。
金

谷
治
﹇
訳
註
﹈『
論
語
』（
岩
波
書
店
《
岩
波
文
庫
》、
一
九
六
三
年
）
一
七
七
頁
。
宮
崎
市
定
『
論

語
の
新
研
究
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
四
年
）
二
九
七
頁
。
吉
川
幸
次
郎
『
論
語
』
中
（
朝
日
新
聞

社
《
中
国
古
典
選
》、
一
九
七
八
年
）
一
二
五
頁
。
加
地
伸
行
﹇
全
訳
註
﹈『
論
語
』（
講
談
社
《
講

談
社
学
術
文
庫
》、
二
〇
〇
四
年
）
三
〇
〇
頁
。

（
3
）　

注
（
2
）
吉
田
同
書
二
八
九
頁
。

（
4
）　

注
（
2
）
金
谷
同
書
同
頁
。

（
5
）　Confucian A

nalects, tr. etc. by Jam
es Legge, T

he Chinese Classics v.1, reprinted 
by SM

C Publishing Inc., T
aipei, T

aiw
an, 1991; 14︲18︲2, p.282.

　

Confucius: T
he A

nalects, tr. by D
. C. Lau, T

he Chinese U
niversity Press, H

ong 
K

ong, 1979; Book 14︲17, p.137.

　

T
he A

nalects of Confucius: tr. etc. by Chichung H
uang, O

xford U
niversity Press, 

N
ew

 Y
ork, 1997; Book 14︲17, p.144.

　

T
he A

nalects of Confucius: tr. by Burton W
atson, Colum

bia U
niversity Press, 

N
ew

 Y
ork, 2007; Book 14︲18, p.99.

　

Confucius: T
he A

nalects, tr. etc. by A
nnping Chin, Penguin Books, Penguin Group, 

2014; Book 14︲17, p.230.

（
6
）　

注
（
5
）
所
掲
五
書
の
諸
処
。

（
7
）　

私
の
知
る
か
ぎ
り
、
漢
文
訓
読
が
歴
史
的
現
在
を
前
提
と
す
る
こ
と
を
明
文
化
し
て
い
る
の
は
、

斎
部
広
成
『
古
語
拾
遺
』（
岩
波
文
庫
、
一
九
八
五
年
）
の
校
注
者
た
る
西
宮
一
民
氏
が
、
そ
の
凡

例
の
第
四
条
で
訓
読
文
（
書
き
下
し
文
を
指
す
）
の
作
成
要
領
を
述
べ
、
そ
の
（
八
）
に
「
時
制
は

歴
史
的
現
在
で
訓
み
、
敬
語
は
適
宜
補
読
し
た
」（
四
頁
）
と
記
し
て
い
る
一
例
の
み
で
あ
る
。

（
8
）　

た
だ
し
、
日
本
語
の
動
詞
の
活
用
変
化
は
、
た
と
え
ば
英
語
の
動
詞
の
活
用
変
化
と
は
原
理
を
ま

っ
た
く
異
に
す
る
。
日
本
語
の
動
詞
は
、
仮
定
条
件
か
（
未
然
形
）
確
定
条
件
か
（
已
然
形
）、
下

接
す
る
語
が
用
言
か
（
連
用
形
）
体
言
か
（
連
体
形
）、
お
よ
び
文
を
単
に
終
止
さ
せ
る
か
（
終
止

形
）
命
令
に
よ
っ
て
終
止
さ
せ
る
か
（
命
令
形
）
に
よ
っ
て
活
用
が
分
岐
す
る
が
、
英
語
の
動
詞
は
、

時
制
・
人
称
・
単
複
に
よ
っ
て
活
用
が
分
か
れ
る
。

（
9
）　

た
と
え
ば
、
注
（
2
）
所
掲
の
加
地
書
は
、
96
・
98
に
見
え
る
「
与
」
を
す
べ
て
明
確
に
「
そ
の

人
と
」
と
訳
し
て
い
る
（
二
一
四
頁
）。
単
用
前
置
詞
「
与
」
を
、「
与と

巴

其　
ノ

人
蚤

」（
其そ

の
人ひ
と

と
）
の

「
其
人
」
が
省
略
さ
れ
た
も
の
と
把
握
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
。

（
10
）　

注
（
2
）
所
掲
の
諸
書
は
、
い
ず
れ
も
１０１
の
前
半
に
見
え
る
「
夫
人
之
為
慟
」
を
、
語
順
そ
の
ま
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漢
文
訓
読
の
初
期
条
件
（
初
稿
）　
〔
中
〕　　
　

古
田
島
洋
介

ラ
ヴ
ィ
ー
語Pahlavi

）
だ
け
で
す
。」
と
記
し
た
が
、
そ
の
後
、
ペ
ル
シ
ア
語
に
熟
達
し
た
北
原

圭
一
氏
に
確
認
を
求
め
た
と
こ
ろ
、「
ウ
ズ
ワ
ー
リ
シ
ュ
ン
は
、
パ
ル
テ
ィ
ア
語
な
ど
、
中
世
イ
ラ

ン
語
の
な
か
で
も
、
主
に
ア
ラ
ム
文
字
を
基
に
し
た
文
字
で
表
記
す
る
他
の
言
語
に
も
見
ら
れ
た
現

象
で
、
正
確
に
は
中
世
ペ
ル
シ
ア
語
だ
け
と
は
言
え
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
と
の
指
摘
を
い
た
だ

い
た
。
そ
こ
で
、
あ
わ
て
て
前
号
二
五
頁
の
注
（
17
）
に
掲
げ
た
黒
柳
恒
男
『
ペ
ル
シ
ア
語
の
話
』

（
大
学
書
林
、
一
九
八
四
年
）
を
読
み
直
し
て
み
た
と
こ
ろ
、「
中
世
イ
ラ
ン
語
で
こ
れ
〔
＝
ウ
ズ
ワ

ー
リ
シ
ュ
ン
（
訓
読
語
詞
）〕
が
用
い
ら
れ
る
の
は
中
世
ペ
ル
シ
ア
語
、
パ
ル
テ
ィ
ア
語
、
ソ
グ
ド

語
の
三
言
語
で
あ
る
」（
六
四
頁
）
と
明
記
さ
れ
て
い
た
。
私
が
「
中
世
ペ
ル
シ
ア
語
（
い
わ
ゆ
る

パ
フ
ラ
ヴ
ィ
ー
語Pahlavi

）
だ
け
」
と
記
し
た
の
は
、
文
字
ど
お
り
粗
忽
な
「
知
っ
た
か
ぶ
り
」

に
す
ぎ
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
こ
に
当
該
部
分
を
「
中
世
ペ
ル
シ
ア
語
（
い
わ
ゆ
る
パ
フ
ラ
ヴ

ィ
ー
語Pahlavi

）
の
ほ
か
、
パ
ル
テ
ィ
ア
語
・
ソ
グ
ド
語
な
ど
、
中
世
イ
ラ
ン
語
だ
け
で
す
」
と

訂
正
し
、
北
原
氏
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
読
者
諸
賢
に
対
し
て
深
く
お
詫
び
を
申

し
述
べ
た
い
。

　

ち
な
み
に
、
北
原
氏
は
、
東
京
外
国
語
大
学
・
中
央
大
学
・
明
治
大
学
な
ど
で
ペ
ル
シ
ア
語
や
イ

ス
ラ
ム
文
化
論
を
講
じ
、
外
務
省
研
修
所
で
ペ
ル
シ
ア
語
主
任
講
師
を
も
務
め
る
俊
秀
で
あ
る
。
同

氏
の
御
教
示
に
よ
れ
ば
、「
ハ
サ
ン
・
イ
ブ
ン
・
ア
リ
ー
」
と
記
さ
れ
た
人
名
の
「
イ
ブ
ン
」（
ア
ラ

ビ
ア
語
）
を
、
わ
ざ
わ
ざ
「
ペ
サ
レ
」（
ペ
ル
シ
ア
語
）
と
読
み
換
え
る
イ
ラ
ン
人
に
出
会
う
こ
と

が
あ
り
、
こ
れ
も
ウ
ズ
ワ
ー
リ
シ
ュ
ン
（
現
代
ペ
ル
シ
ア
語
で
は
「
ホ
ズ
ヴ
ァ
ー
レ
シ
ュ
」）
の
名

残
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
と
の
由
で
あ
る
。

　
　
　

＊
『
史
記
』
と
『
漢
書
』
の
並
列
。「『
史
記
』
と
『
漢
書
』
両
書
の
列
伝
を
読
め
」
と
の
意
。

　

・
史
記
ト
漢
書
ノ
列
伝
ト
ヲ
読
ム
ベ
シ

＊
『
史
記
』
と
『
漢
書
』
列
伝
の
並
列
。「『
史
記
』
全
体
と
『
漢
書
』
の
列
伝
を
読
め
」
と

の
意
。

　

た
し
か
に
、「
ト
」
を
一
つ
だ
け
使
っ
て
「
史
記
ト
漢
書
ノ
列
伝
ヲ
読
ム
ベ
シ
」
と
記
し
た
の
で

は
、
右
の
い
ず
れ
の
文
意
な
の
か
、
た
だ
ち
に
曖
昧
に
陥
っ
て
し
ま
う
。
翻
っ
て
言
え
ば
、
並
列
要

素
に
逐
一
「
と
」
を
付
け
る
習
慣
を
ほ
ぼ
失
っ
た
現
代
日
本
語
は
、
こ
う
し
た
曖
昧
さ
に
対
し
て
甚

だ
鈍
感
だ
と
も
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

（
13
）　
「
雖　
モ

」
の
位
置
が
主
語
の
上
で
あ
ろ
う
と
下
で
あ
ろ
う
と
、
書
き
下
し
文
が
同
一
の
字
句
に
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
は
、
銘
記
し
て
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
。
１４３
に
添
え
た
と
お
り
、
確
定
条
件
「
江
東
雖　
モ

覗

小　
ナ
リ
ト」
の
書
き
下
し
文
は
「
江か
う

東と
う

小せ
う

な
り
と
雖い
へ
ども
」
で
あ
る
が
、
主
語
「
江
東
」
と
「
雖　
モ

」
の
語

順
が
逆
転
し
た
仮
定
条
件
「
雖　
モ

巴

江
東
小　
ナ
リ
ト

蚤

」
で
も
、
や
は
り
書
き
下
し
文
は
「
江か
う

東と
う

小せ
う

な
り
と
雖
い
へ
ど

も
」
と
な
る
。
近
時
、「
も
っ
と
生
徒
・
学
生
が
漢
文
に
親
し
み
や
す
く
な
る
よ
う
、
積
極
的
に
書

き
下
し
文
で
読
ま
せ
る
べ
き
だ
」
と
い
う
意
見
を
聞
く
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
の
「
江か
う

東と
う

小せ
う

な
り
と

雖い
へ
ども
」
で
わ
か
る
よ
う
に
、
書
き
下
し
文
は
、
漢
文
の
語
順
の
差
異
か
ら
生
じ
る
意
味
合
い
の
相
違

を
、
必
ず
し
も
忠
実
に
反
映
で
き
る
と
は
限
ら
な
い
。
こ
う
し
た
欠
陥
を
わ
き
ま
え
ず
に
書
き
下
し

文
の
積
極
的
な
使
用
を
謳う
た

う
の
は
、
い
さ
さ
か
無
責
任
か
と
思
わ
れ
る
。
も
し
書
き
下
し
文
の
使
用

を
強
く
推
し
進
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
何
よ
り
も
ま
ず
、
た
と
え
ば
「
丘き
う

の
学が
く

を
好こ
の

む
に
如し

か
ざ
る
な

り
」（『
論
語
』
公
冶
長
／
丘
＝
孔
子
の
自
称
）
に
つ
い
て
二
種
の
原
文
「
不　
ル

覗

如　
カ

巴

丘
之
好　
ム
ニ蝿

学　
ヲ

也
」

お
よ
び
「
不　
ル

覗

如　
カ

覗

好　
ム
ニ巴

丘
之
学　
ヲ

蚤

也
」
を
措
定
す
る
実
力
を
有
し
、
さ
ら
に
両
者
の
意
味
の
違
い
を
正

確
に
説
明
で
き
る
よ
う
な
教
員
を
育
成
・
確
保
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
の
種
の
手
続
き
な
し
に
、

『
論
語
』
の
原
文
が
そ
う
な
っ
て
い
る
と
い
う
理
由
だ
け
で
、
い
き
な
り
前
者
の
意
味
の
み
を
押
し

つ
け
る
よ
う
な
指
導
で
は
、
と
う
て
い
漢
文
好
き
の
生
徒
・
学
生
が
増
え
る
と
は
思
え
な
い
。
漢
文

訓
読
の
口
調
に
慣
れ
さ
せ
る
だ
け
な
ら
ば
ま
だ
し
も
、
解
釈
ま
で
含
め
る
と
な
る
と
、
書
き
下
し
文

を
用
い
て
の
指
導
は
、
な
か
な
か
骨
が
折
れ
る
の
で
あ
る
。

（
14
）　

梁
実
秋
﹇
主
編
﹈『
遠
東
袖
珍
英
漢
・
漢
英
辞
典
』（
遠
東
図
書
公
司
、
一
九
八
一
年
／
第
三
版
＝

一
九
八
五
年
、
台
北
）
の
《
漢
英
辞
典
》
の
部
に
見
え
る
「
焉
」
の
釈
義
は
、〈a 

final 
particle 

indicating num
erous senses.

〉（p.313r./ no.3204

）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
訳
せ
ば
「
多
数
の

意
味
を
示
す
文
末
助
詞
」
と
な
ろ
う
。
要
す
る
に
「
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
が
あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
だ

け
だ
。
中
国
人
に
と
っ
て
も
、
文
末
助
詞
「
焉
」
は
甚
だ
解
説
し
づ
ら
い
よ
う
で
あ
る
。

〔
附
記
〕

　

前
号
一
三
頁
上
段
に
「
日
本
語
と
同
じ
く
、
訓
読
み
と
い
う
現
象
が
数
多
く
見
ら
れ
る
言
語
は
、

私
の
知
る
か
ぎ
り
、
い
や
、
知
っ
た
か
ぶ
り
を
す
る
か
ぎ
り
、
中
世
ペ
ル
シ
ア
語
（
い
わ
ゆ
る
パ
フ


